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技術士会福島県支部は絆・志・科学技術をもって
震災復興に貢献してまいります
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第22号

令和4年3月技術士の活用を�

私達技術士は、科学技術の向上と国民経済の発展に資するよ

う建設コンサルタントや技術士事務所、製造業、サービス業な

どで活動しております。

この他、以下のような業務でも活躍しておりますので、ぜひ

技術士の活用を御検討願います。

● 地方公共団体を中心とする公共事業の業務監査・工事監査

● 地方公共団体の工事に伴う技術的事項の調査・評価

● 裁判所、損保機関等の技術調査・評価（ＰＬなど）

● 中小企業への技術指導・技術評価

● 特許の評価、技術移転の支援
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●巻 頭 言

SDGsを柱に目的に応じた優先課題の創出
～知恵を生かして～

福島県支部 支部長 畠 良 一

お陰様で私の支部長としての任期も技術士
会の規約３期６年の最後の年になりました。
最後まで技術士の知名度アップや、会員の皆
様の活躍の場を広げられるよう全力を尽くす
所存ですので、これまで同様ご支援ご協力を
賜りますようお願い申し上げます。
昨年は新型コロナ対応に加え、２月の福島

県沖地震の影響で、東日本大震災後に耐震補
強したはずの多くの大型施設でまたもや甚大
な被害が続出しました。その影響で支部の年
次大会もぎりぎりで会場変更を余儀なくされ
ました。２月の地震は、日本大学中村晋氏
（主席研究員）によりますと、東日本大震災の
地震とは、振幅方向など地震動が異なり、位置
によっては更に大きなエネルギーをもたらし
たとのことでした。まさに自然の驚異、メカ
ニズムの解明の難しさを思い知らされました。
今年も新型コロナウイルスの変異株である

オミクロン株の感染力の強大さにより、想像
もできなかった広がりを見せています。この
オミクロン株に合わせた対策を取りながら、
恐れすぎず・あなどらず・対策を確実に取り
ながら、ウィズコロナを基本に、福島県の規
制に沿って活動していきたいと思います。
日本技術士会は、昨年の７０周年記念大会の

テーマでもある「SDGs 達成に向けて技術士
ができること」～技術士の知恵を生かして～
に向けて、活動して行くことを目標としてい
ます。SDGs１７の目標の中で何を選択するか、
個々人の考えは当然あり、それぞれの立ち位
置から具体的に考え、柔軟に取り組んで行く
ことが大事になります。活動をレビューし、
SDGs との関連を紐づけすることを考えてい
くと、まさに多方面からのアプローチがあ

り、活動にも幅ができ技術の面白さに繋がる
と考えています。その手法にも、目標設定か
ら逆算して長期視点から取り組みの進捗管理
をするバックキャスティングなど多様にあり
ます。何を目指すか、何ができるかなど課題
を設定し、取り組んで行きたいと思います。
SDGs による「まち、ひと、しごと」の統

合的取組による地域活性化。
課題解決と同時に、課題発掘のツールとし

ての SDGs から官民連携のプラットフォーム
の推進へなど。
今年度の活動の中では、昨年同様技術士資

格発足の一番の目的であった技術者育成と、
頻発する大災害に備え、安全で住み続けられ
る地域防災の実現に向け、東日本大震災１０年
事業で目指す、あの大震災が今繰り返された
ときに何をなすべきか、具体的に準備し、安
全・安心で持続可能な社会構築に向けた取り
組みをして行きたいと考えています。
技術の伝承での課題は、技術の細分化が進

みすぎ、一つのものを作る上でそれらを組み
合わせるコーディネーターが少ないと言われ
ている。技術士を取得した時に言われたの
は、幅広くいろんなことを知らなければなら
ない。そのために他部門の人ともよく付き合
うこととアドバイスされました。良く知って
いる人を知ることも実力の内とのこと。これ
まで以上に部門を超えた会員同士の連携を深
め、多様な専門領域が関係し具体的に活動出
来ることが、SDGs 達成には必要不可欠とな
ります。是非県支部としても総合力を発揮出
来るよう、率直な意見交換をしながら幅広く
取り組んで行きましょう。
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●福島県支部活動報告

２０２１年度 技術士会福島県支部活動の概要
事 務 局

２０２１年度（２０２１年４月～２０２２年３月）の活動概要は以下のとおりです。当該期間のうち、２０２２
年２月～３月については、予定を記載しています。

１．役員会

２．総務委員会

３．広報委員会

項目 場所・日時 出席者人数 議題
第１回 日栄地質測量郡山支社（ＷＥＢ会議）

２０２１年５月２８日㈮
１４：００～１５：３０

出席９名 ・東北本部役員会報告
・第１０回年次大会・ＣＰＤ研修会に
ついて
・その他

第２回 福島県支部事務所（ＷＥＢ会議）
２０２１年９月２日㈭
１４：００～１６：００

出席１９名 ・委員会活動計画の詳細説明
・東日本大震災１０周年事業
・第５０回日韓国際会議（１０月３０日～
１１月１日仙台開催）への対応
・その他

第３回 （予定）
２０２２年３月

・第１１回年次大会・ＣＰＤ研修会に
ついて
・その他

項目 場所・日時 出席者人数 議題
第１回 福島県支部事務所

２０２１年５月１７日㈪
１３：３０～１５：００

支部長・
会計監査員
他３名
計５名

（会計監査）
・会計幹事立会、確認
・１回役員会について

第２回 メールによる確認 ・２回役員会開催について
・委員会活動報告について
・その他

第３回 （予定）
２０２２年３月

・２０２２年度の活動について
・第１回役員会について
・第１１回年次大会について

項目 場所・日時 出席者人数 議題
第１回 日栄地質測量設計㈱郡山支社会議室

２０２１年１０月２６日㈫
１３：３０～１４：３０

４名 ・２０２１年度広報委員会活動経過について
・たくみ２２号編集について
・その他

たくみ
２２号

（編集発行）２０２１年１２月１日 執筆依頼書等発行 ２０２２年１月２８日 原稿受領
２０２２年２月２８日 最終校正原稿出版社提出（予定）

ガイア （原稿執筆）２０２１年５月６日 ２０２０年度後期支部活動報告提出
２０２１年１１月３日 ２０２１年度前期支部活動報告提出

支部
ＨＰ
更新

（２０２１年４月～２０２２年３月）
・たくみ２１号ＰＤＦ版掲載
・支部概要更新 ・行事予定掲載（ＣＰＤ研修会） ・活動紹介掲載（ＣＰＤ研修他）

２



４．技術委員会

５．ＣＰＤ研修会委員会

項目 場所・日時 出席者人数 議題
清流を
取り戻す
市民の会
（第１回目）

下の川（須賀川市内を流れる準用河川）
２０２１年６月１日㈫～６月３日㈭
９：００～１１：３０

６名 須賀川第三小学校五年生対象として
・河川（水路）水質のパックテスト
・水棲生物の捕獲
・水路水質浄化（炭の投入）
・堰の補修

清流を
取り戻す
市民の会
（第２回目）

下の川（須賀川市内を流れる準用河川）
２０２１年９月１５日㈬～９月１７日㈮
９：００～１１：３０

５名 同上
・河川（水路）水質のパックテスト
・水中生物の捕獲（第一回との比較）
・河川水浄化（炭の投入）
・堰の補修

環境フォ
ーラム

東北ワク
ワクスク
ール

須賀川市立第三小学校
２０２１年１２月１４日㈫
１０：２０～１１：５０
２０２１年１２月２７日㈪ １３：３０
福島市立第一中学校
令和３年６月２２日㈫
１３：４５～１５：３０（１０５分）

６名

２名
４名

・三小５年生の下の川環境学習成果の
発表

三小に発表状況動画贈呈
出前講座「職業人に学ぶ」
２年生を対象として講話
・仕事の内容について
・モデルを使った土石流、急傾斜地崩
落について
・ＵＡＶ模擬飛行
・クイズ、技術部門、体験談

ふくしま
ＭＥ講師

福島県青少年会館他
２０２１年６月２６日㈯～８月４日㈬

４名 ・第６期基礎
・ふくしまインフラメンテナンス技術
者育成協議会

福島県農業総合センター
２０２１年１０月２１日㈭～１１月２７日㈯

５名 防災コース
・ふくしまインフラメンテナンス技術
者育成協議会

第１回
技術委員会

東建土質測量設計㈱ 会議室
２０２１年８月２７日㈮

４名 ・活動報告
・今後の活動予定

第２回
技術委員会
予定

東建土質測量設計㈱ 会議室
２０２２年４月中旬頃

令和４年度活動計画について

項目 場所・日時 出席者人数 議題
第１回 ２０２１年５月

（新型コロナ禍のため未開催）
・第１回ＣＰＤ研修会の課題、問題点
・第２，３，４回ＣＰＤ研修会の実施
内容について

第２回 ２０２１年９月
（Ｅメ－ルにより意見交換会を実施）

３名 ・第２回ＣＰＤ研修会の課題、問題点
・第３，４回ＣＰＤ研修会について
・令和３年度の活動計画について

第３回 （予定）
２０２２年２月

・第１回ＣＰＤ研修会について
・２０２２年度の活動計画について

３



６．統括本部・東北本部行事への参加報告

７．第１０回年次大会

項目 場所・日時 出席者 議題
第１回東北本部
政策事業委員会

２０２１年６月２４日㈭
１５：００～１７：００
Ｗｅｂ方式

小沼 １．審議事項
県支部，部会，委員会予算
２．報告事項
⑴統括本部会議報告
⑵東北本部会議報告（感謝状授与）
⑶県支部，部会活動報告
・第４１回地域産学官と技術士の合
同セミナー秋田

⑷東日本大震災復興１０年事業（７月
１６日）

第２回東北本部
政策事業委員会

２０２１年９月１６日㈭
１５：００～１７：００
Ｗｅｂ方式

小沼 １．審議事項
⑴日韓技術士国際会議の参加費補助
⑵技術士会会長の表彰推薦
⑶東北５Ｇデジタル変革推進フォー
ラム入会案内
⑷地方創生ＳＤＧｓ官民連関プラッ
トフォーム入会案内
⑸東北本部表彰規則
２．報告事項
⑴統括本部会議報告
・東日本大震災復興１０年事業
２７５名参加

⑵東北本部会議報告
・日韓技術士国際会議の参画募集
⑶県支部，部会活動報告

第３回東北本部
政策事業委員会

２０２１年１２月１０日㈮
１５：００～１７：００
復建技術コンサルタント
Ｗｅｂ方式併用

小沼 １．審議事項
⑴２０２２年度事業計画，予算
⑵会長表彰推薦（３～４名）
⑶東北本部表彰
２．報告事項
⑴統括本部会議報告（ガバナンス適
正化小委員会，組織改革小委員会
などの設置）
⑵東北本部会議報告（ＣＰＤ行事に
おける講演内容のウェブ配信，収
録，ウェブ掲載に関する規則）
⑶県支部，部会活動報告

項目 場所・日時 出席者人数 議題
第１０回
年次大会

郡山ユラックス熱海
令和３年７月１６日㈮
１１：００～１２：００

２８名 令和２年度 活動報告
令和２年度 決算報告及び監査報告
幹事役員名簿
令和３年度 活動計画
令和３年度 予算
会員の状況

４



試験種別 配布期間 受験申込書配布部数
第一次試験 ２０２１年６月１１日～２０２１年６月３０日 １００部
第二次試験 ２０２１年４月１日～２０２１年４月１９日 １００部

８．ＣＰＤ研修会

９．機関誌「たくみ２２号」の発行
会員の相互理解、会活動の情報発信手段として令和４年３月「たくみ２２号」の発刊を行い、

会員のほか、国・県・他関係機関に配布する。

１０．技術士試験受験啓発活動
⑴ 関係機関・団体等への受験申込書の配布
（一社）福島県建設産業団体連合会、（一社）福島県建設業協会、（一社）福島県測量設計
業協会、（一社）福島県地質調査業協会等に対して 技術士第一次試験・第二次試験の団体
会員各社へ受験申込書を送付し所属職員に対する受験啓発の呼掛けを実施しました。
なお、事務局が配布した受験申込書の配布実績は次表の通りです。

１１．その他
⑴ 親睦会（ゴルフコンペ）

日 時：２０２１年１０月１６日㈯
場 所：矢吹ヒルズゴルフクラブ
参加者：１６人

項目 場所・日時 出席者人数 研修内容
第１回 国道１１８号鳳坂トンネル

令和３年６月８日㈫
１３：３０～１６：００

１９名 《現場見学》
・建設中の鳳坂トンネル工事現場を視察

第２回 郡山ユラックス熱海
令和３年７月１６日㈮
１３：３０～１６：１０

７５名 《講演‐１》
・演題：『福島第１原子力発電事故とその後～住民の目線

からの話』
講師：ＮＰＯ野馬土の代表理事 三浦広志氏

《講演‐２》
・演題：『２．１３地震の地震動と被害について』
講師：中村 晋氏（日本大学工学部上席研究員）

第３回 福島第二原子力発電所
令和３年９月７日㈫
１３：００～１６：００

中止 《施設見学》
・新型コロナウイルスの感染・拡大防止のため中止

第４回 ビッグパレットふく
しま３Ｆ 中会議室
（新型コロナウイルス
の感染・拡大防止の
ためＷＥＢ会議に変更）
令和４年２月４日㈮
１３：２０～１６：３０

５０名 《講演‐１》
・演題：『デミ―博士が教える成功する土木広報の極意』
講師：出水 享氏（長崎大学 工学研究科 技術職員）

《講演‐２》
・演題：『福島県の水産業再生に向けた取り組み』
講師：水野 拓治氏（福島県農林水産部水産課 課長）
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●特 集（地域防災の取り組み）

地域の担い手・守り手の育成
－ふくしまＭＥの取り組み－

日本大学工学部・上席研究員

中 村 晋

１．はじめに
福島県は、最近１０数年の間に、平成２３年の

東日本大震災、新潟・福島豪雨、平成２７年の
関東・東北豪雨、令和元年の台風１９号豪雨、
令和３年の福島県沖の地震により社会・経済
活動を支える道路や河川堤防などが被災し、
その都度復旧や復興が実施されている。特
に、東日本大震災からの復興では、これまで
進めてきた県内６本の道路軸の機能を強化
し、災害に強い道路ネットワークの構築も進
められている。一方、福島県の道路施設は多
様で延長も長く、橋梁、トンネル、シェッド
などは建設後４０年以上を経過している施設が
半数を超えている。次世代に繋ぐ地域づくり
を進める上で、社会基盤の災害や経年変化に
よる劣化への備えが重要となる。
一方、福島県において、建設に携わる技術

職員は平成７年をピーク、調査・設計に携わ
る技術職員は平成１１年をピークに減少し、地
域の担い手、守り手が不足するなど厳しい環
境となっている。さらに、原発の廃炉を除
き、震災からの復興が一区切りを迎え、建設
投資が震災前の水準に戻るなかで、社会基盤
施設の安全・安心を持続可能なものとするた
めには、地域の担い手、守り手となる技術者
の育成は、建設業が持続可能な活力ある産業
となる上でも不可欠である。
ここでは、まず、我が国における防災や維
持管理に関する点検および技術者育成の取り
組みの現状を示す。次に、維持管理に携わる
人材育成を目的として設立した「ふくしまイ

ンフラメンテナンス技術者育成協議会」の設
立経緯、講座の概要および人材活用の取り組
みを紹介する。最後に、育成した人材に伝え
たい次世代に繋ぐべき社会基盤施設の維持管
理に関する技術者の基本姿勢と、「地域の担
い手・守り手」としての期待を述べる。

２．防災・維持管理に関する点検および技術
者育成の現状

１）防災・維持管理に関する点検の現状
道路施設の防災点検は、昭和４３年に生じた

土石流による国道４１号線から飛騨川へのバス
転落事故（死傷者１００名以上）を契機として
始まった。その後、落石や土砂崩壊などによ
る事故の発生に応じて点検が実施され、平成
８年の兵庫県南部地震や豊浜トンネル事故を
踏まえた道路防災総点検、平成１８年に安定度
調査表や防災カルテなどの更新と対策を実施
するための道路防災点検が実施されてきた。
一方、道路施設のうち橋梁やトンネルの点

検は、平成２４年に生じた中央自動車道笹子ト
ンネル天井板落下事故（死者９人）が生じる前
は、コンクリート片の落下などに対する点検
が実施されてきた。国土交通省は、道路の経
年劣化（老朽化）や大規模な災害の発生の可能
性を踏まえた道路の適正な管理を図るため道
路法を改訂し、平成２５年に「社会資本の老朽化
対策会議」を設置し、「社会資本の維持管理・
更新に関し当面講ずべき措置」をとりまとめ
た。国や地方公共団体等は管理インフラを対
象に「インフラ長寿命化基本計画」を策定し、
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平成２６年に点検が義務化された橋梁やトンネ
ルなどは５年に１回の点検、および診断と記
録の保存が実施されている。
２）点検・診断技術者育成の現状
文部科学省の科学技術戦略推進費「地域再

生人材創出拠点の形成」事業の支援を得た取
り組みが、国の道路法の改訂に先立つ、平成
２０年に岐阜大学の「社会基盤メンテナンスエ
キスパート養成講座」、長崎大学の「道守」と
いった教育プログラムとして始められた。そ
の後、文部科学省の「成長分野等における中
核的専門人材養成等の戦略的推進」事業に引
き継がれ，大学が中心となる枠組みの教育プ
ログラムが、平成２６年から愛媛大学の「社会
基盤メンテナンスエキスパート（ME）養成講
座」、平成２７年度の山口大学の「社会基盤メ
ンテナンスエキスパート山口（ME山口）養成
講座」と続いた。文部科学省からの事業支援
を用いた取り組みが先駆けとなり、地域の維
持管理に携わる技術者育成が始められた。
文部科学省の事業補助と異なる技術者育成
の取り組みとして、平成２５年度に長岡科学技
術大学が中心となり、国、新潟県および新潟
市と建設業界とのコンソーシアムとして、イ
ンフラ再生技術者育成新潟地域協議会を設立
し、平成２６年度から「インフラ再生技術者養
成講座」が実施されている。
このように、社会基盤施設の維持管理に関
わる技術者の育成は各地域の特性に応じて実
施されている。各地域の技術者育成の取り組
みが継続され、その人材が地域において活躍
できる仕組みを構築し、「人づくりサイクル」
が形成されることにより、社会基盤施設の安
全と安心が持続可能となり，地域づくりにも
貢献することが期待される。

３．ふくしまＭＥ（メンテナンスエキスパー
ト）の育成と活用の取り組み

１）福島県における社会基盤施設の現状
福島県は全国第３位の面積を有し、道路延

長は、道路統計年報２０２０より県管理が５，６８５．５
㎞（１４．４％）、市町村管理が３２，８１５．９㎞（８３．４％）、
国管理、高速道路と合わせて合計３９，３６３．８㎞
と全国で３位の長さを有している（括弧内は
割合）。市町村管理および県管理合わせて、
９７．５％の割合を占めており、地域における技
術者の貢献無くして、それらを持続可能な施
設とすることは困難である。さらに、気候や
地形・地質が大きく異なる浜通り、中通り及
び会津、それぞれにそれら施設が存在し、災
害要因や形態、凍結防止剤または海からの塩
分飛散など道路を構成する構造物への作用の
状況、それに起因する劣化のメカニズムも地
方によって大きく異なっている。
一般に橋梁などの構造物の耐用年数は５０年
といわれ、道路を構成する橋梁、トンネル、
シェッドなどの構造物は高度経済成長期に建
設されたものが多く、建設後４０年以上経過し
ているものが半数を超えている。道路などの
社会基盤施設は地域における生活・経済活動
のライフラインとも言え、将来も現在と同じ
ような水準で利用できることは持続可能な地
域づくりにとって必要不可欠と考えられる。
２）ふくしまインフラメンテナンス技術者育
成協議会

福島県内の行政機関を始め、地域の建設業
やコンサルタントの維持管理に携わる技術者
の人材不足が深刻な問題となっている。それ
らの現状を鑑み、平成２９年１月に福島県建設
業審議会からの答申「今後の県内建設業のあ
り方」において、建設業の担い手の育成・確
保、社会資本の適正な維持管理・更新への対
応として、「インフラメンテナンス技術者育
成・確保に関する産学官による連携強化」等
が示された。この答申を踏まえ、平成２９年３
月に福島県は「ふくしま建設業振興プラン」
に社会基盤施設の維持管理が重要な施策であ
ると位置づけた。また、県内の産学官が維持
管理に携わる技術者のあり方や育成に関する
意見交換を行い、「県民の安全・安心を第一」
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図－１ふくしまＭＥ育成の枠組み

に「地域のインフラは、地域自らが守る」と
いう基本理念を構築し、建設業に携わる技術
者と行政職員双方が社会インフラ全般に係る
各種点検・診断、補修等に関する専門的かつ
実践的な知識の習得が必要であるとの認識を
共有した。その上で、地域特性を十分に把握
した土木技術者（以下、「ふくしまME」と
呼ぶ）を安定的に育成するために、支援事業
ベースではなく、産学官のコンソーシアムを
運営母体とすべくインフラメンテナンス技術
者育成協議会が平成２９年７月に設立された。
３）「ふくしまME」育成のための講座の概要
前述の協議会が実施する「ふくしまME」
の研修コースとして、平成３０年に「ふくしま
ME（基礎）コース（以後、ME（基礎）コ
ース」、平成３１年には「ふくしまME（防災）
コース」、「ふくしまME（保全）コース」を
実施し、現在に至っている。この３つの研修
コース構成は、前章で示した既往のプログラ
ムを参照し、建設に携わる技術者のボトム
アップという視点、さらに福島県を構成する
３地域の特性をふまえて設定した。各コース
におけるME人材の育成目的と認定水準は、
図－１に示すとおりである。

ME（基礎）コースは福島県の地形・地質を理
解し、橋梁、トンネル、道路土工構造物（土工）
及び舗装の点検、並びに工事での現場代理人
ができること、ME（防災）コースはトンネル、
道路土工構造物（土工・シェッド・大型カル
バートなど）、ME（保全）コースは橋梁（鋼

橋、コンクリート橋）、舗装の点検と診断、
並びに修繕工事での主任技術者ができること
を、それぞれの育成を目的とした。各コース
とも、座学講習４日と現場講習１日の計５日
間で構成されている。
各コースの受験資格として、ME（基礎）

コースでは、官公庁の土木技術者と民間建設
関連技術者に分け、それぞれの関係業務に２
年以上の実務経験を有する者などとしてい
る。多様な学習履歴を有する人材への教育も
念頭に、資格要件として学歴を不問とした。
ME（防災）、（保全）コースの受験には、ME
（基礎）の認定、また所要の資格を有して
「ME（基礎）必修講義」の受講修了を前提
要件としている。その上で、官公庁の土木技
術者と民間建設関連技術者、それぞれの関係
業務とそれに関わる立場の要件を有し、３年
以上の実務経験を有する者などとしている。
各コースの修了認定は、認定試験として

ME（基礎）コースは筆記試験（２時間半程度）、
ME（防災）（保全）コースは午前に筆記試験、
午後に口頭試問を実施し、得られた点数に基
づき判定している。合格したものには「認定
証」を発行している。各コースのこれまでの
認定者は、ME（基礎）コースが６回の講習で
５６２名、ME（防災）コースは３回の講習で６３名、
ME（保全）コースは２回の講習で６２名である。
各コースの有効期間は５年とし、ME（基礎）
コースは講習会の受講、ME（防災）（保全）コ
ースは期間中に講習会と現場講習会および更
新講習会を受講することに加え、CPDなどの
一定の単位取得を更新条件としている。令和
３年１０月に講習会と現場講習会（写真－１参照）
を実施し、更新に向けた取り組みも始まった。
４）「ふくしまME」活用の取り組み
まず、平成３１年１月にふくしまME（基礎）、

令和２年２月にふくしまME（防災）（保全）
がそれぞれ国土交通省登録資格に申請し、
表－１に示す様に登録された。
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写真－１ 現場講習会の状況

表－１ ふくしまME登録の状況

「ふくしまME」の認定者へのインセン
ティブとして、福島県は、平成３１年度より点
検診断業務の管理技術者の要件として、ふく
しまME（防災）（保全）を追加した。また、
令和２年度からは、総合評価方式による発注
工事（一般土木工事、舗装工事）及び業務委
託を対象に、「ふくしまME」認定者が１名
以上いる場合に「企業の技術力」として、評
価することとしている。さらに、「ふくしま
ME」認定者を現場代理人や配置技術者等と
した場合、成績評定において創意工夫として
評価することとしている。

４．次世代に繋ぐ社会基盤施設の維持管理へ
の姿勢とふくしまＭＥへの期待

道路などの社会基盤施設に必要な性能が供

用期間中維持できるような構造性状や材料特
性などを決める方法（設計法）、作用の大きさ
などは被災や変状などの経験、理論の発展に
より、変化している。しかし、基本は、まず、
施設の役割や重要度を踏まえ、性能、例えば
安全性、使用性などの観点で地震などの作用
下で生じては困る状態とそれが生じる過程を
想定する（自ら考える）ということである。施
工においても、所用の材料を適切な方法と手
順で配置し、適切に養生することが基本であ
る。設計と施工、ものづくりに関する基本は
変わっていない。維持管理は、その設計や施
工の記録より、劣化の予兆や劣化が生じた部
位を観察し、その原因を因果関係から特定し、
生じては困る状態に至る可能性を評価すると
いう手順になる。各地域に必要な社会基盤施
設を次世代に繋ぐためには、その過程につい
て「ものづくりの基本」に基づき、自分の回
りだけでなく広く国内外で起きていることを
見渡し、それを総動員して自ら考え（Think
Global）、目の前の施設に取り組むこと（Act
Local）が、基本姿勢として不可欠と考えてい
る。さらに、維持管理は、建設から今に至る
施設に関する情報を前提としており、そのデ
ータベースは不可欠であるが、関係技術者が
使える状態となっていない。失われる前にデ
ジタル化して残すことが大きな課題である。
最後に、「ふくしまME」への期待として、

組織や企業は人で成り立ち、「ふくしまME」
はその組織や企業、さらに地域にとっての人
材となるはずである。「ふくしまME」には
「地域の担い手・守り手」となる公共財とい
うべき人材であるという自覚を持つこと、技
術者ネットワークを構築し、相互研鑽に励む
こと、さらに後進の育成や地域貢献を期待し
たい。「ふくしまME」に関わる企業や組織
の皆様にも、人材を広くボトムアップするこ
とにより、組織、企業および維持管理の質、
結果として地域の活力向上に資することの理
解と支援をお願いしたい。
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写真１．非常持出袋

●特 集（地域防災の取り組み）

備えと近助・互助で防災対策
特定非営利活動法人福島県防災士会
事務局担当理事 藁 谷 俊 史

１．防災士とは
初めに、皆さんは防災士が全国に２１９，１９３
人おります。このうち、福島県には３，０５６人
（２０２１年１２月３１日現在）いることをご存じで
しょうか。福島県防災士会には、１５４人が会
員登録して活躍しています。
防災士は、自助・共助・協働を原則とし
て、社会の様々な場で防災力を高める活動が
期待され、そのための十分な意識と一定の知
識・技能を修得したことを、日本防災士機構
が認証した人です。自助は、自分の命は自分
で守る。共助は、地域・職場で助け合い、被
害拡大を防ぐ。協働は、市民・企業・自治
体・防災機関等が協力して活動する。となっ
ております。

２．非常持出品と備蓄品の準備
福島県の県政世論調査によると、「大規模
災害に備えて、避難場所の確認や食料の備蓄
などを行っている」と回答した県民の割合
は、３７．７％である（令和２年８月１日時点）。
これでも最近は備えてくれている方が増えて
きているようです。我々防災・減災・備えを
教える立場としては、大変ショックな数字で
ある。全てのご家庭で、ご自分の命、ご家族
の命を守るために、備えて欲しいです。
今回は、『非常持出品』と『備蓄品』につ

いて、触れてみたいと思います。
まずは、『非常持出品』と『備蓄品』は、
違うということにお気づきでしょうか。非常
持出品は「命を守るため逃げだすときに準備
しておくものです。」男性の目安は１５～２０�

程度で女性の目安は１０�程度と言われており
ます。あくまでも目安です。何故なら１０�は
米袋で比べると直ぐに分かります。そんなに
重いものを持って避難所まで逃げられるで
しょうか。最低限の必要なものに限られると
思います。備蓄品は、「ライフラインが止
まってしまったときに備えるものです。」ラ
イフラインと聞いて直ぐに思い当たるのは、
電気・ガス・水道です。最近では、通信（携
帯電話やスマートフォンなど）、交通（道路網
や物流網など）を含める先生方もおります。
自治体の支援は３日（７２時間）で対応でき

ると言われておりますが、確実に支援が届く
まで自分で備蓄をしておいた方が良いでしょ
う。支援が隅々まで届くには、１週間程度掛
かると考えた方が良いそうです。そのため、
冷蔵庫の中で腐りやすいものから食べて、保
存のきくものでレトルト食品やカップラーメ
ンなどの保存のきくものは、後から食べるよ
うにする工夫して１週間程度の食料などを確
保しておく必要があります。
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皆様は、非常持出品や備蓄品の準備はでき
ていますか。ローリングストック（例：消費
期限や賞味期限が近づいたものから食べる、
食べたら補充しておく。これを繰り返し行
い、複数日の食料を確保しておく。）などで
普段から食べなれたものを備蓄して災害に備
えましょう。

３．ハザードマップと避難所
ハザードマップのハザードとは危険の原因
や危険物などの意味がありますが、日本では
「危険」として用いられます。ハザードマッ
プを見るときには、危険箇所が記されている
ので、主にその部分を見てしまいます。それ
は、洪水時に浸水するところや土砂災害が発
生しそうなところに色が塗られている。自分
の家は影響がないのか、影響があるときには
どの程度なのか気になります。そのように、
どうしても危険な所を見てしまうことが多い
と思います。当然です。危険箇所を記して注
意喚起しているのですから。
しかし、ハザードマップには、そのハザー
ドマップを作られたときの条件が出ていま
す。例えば洪水の場合は、何時間で総雨量何
ミリの雨が降ったときなどの記載がありま
す。こういった情報にも注目してください。
また、避難所や避難場所なども表示されて
おり、危険を知らせるだけでなく役立つ情報
もたくさん入っています。
ここで重要なのは、お住いの近くや生活環
境内に存在する危険を知ることと、避難所や
避難場所を知り、そこにたどり着くまでの道
順、すなわち避難路と避難距離を知ることが
出来ます。これを知ったときに実際に歩いて
みる事です。実際に歩くことで見えなかった
危険を知ることが出来ます。例えばふたの無
い側溝やマンホール、ブロック塀なども実際
に歩いてみることで気づくことが多いのです。
災害は明るい昼間に起きるとは限りませ

ん。夜間や大雨が降っているときなど、予期
せぬ時に起こるものです。そのため危険を避

けて、安全に避難所までたどり着かなくては
なりません。複数の避難路を事前に確認して
安全に避難できるようにしましょう。ハザー
ドマップで避難所の場所を知っても、その避
難所が、今発生している災害に合った避難所
なのか確認が必要です。
大雨の際に、洪水時に浸水してしまうとこ

ろにある避難所や川の反対側にあり、危険に
近づいて移動しなくてはならないところにあ
る避難所では、自分の命を危うくします。こ
のような所の避難所は、最寄りの避難所で
あっても避けるべきです。このことから、避
難所についても複数の避難所を知っておく必
要があります。

４．防災情報入手の道具と手段
最近は、大規模災害と言われる、同時に複

数の自治体が災害に見舞われるような地震や
台風、大雨、洪水、土砂災害が多発していま
す。このような状況もあり、メディアが防災
に関する情報や定期的に放送を行い、関連記
事を掲載するようになりました。
しかし、一方でその情報を基に災害への備

えを行っているでしょうか。ここでは、いつ
も使用していない情報源を、突然災害時に使
用しても正しい情報なのか、とっさには判断
できなくなるので、普段使いの情報を災害時
にも最大限に利用してほしい。このことか
ら、情報源についていくつか触れていきたい
と思います。
まず初めにテレビです。テレビでは台風が

近づく前から天気予報の時間などで気象情報
として気象庁の発する情報を取り扱ってくれ
ます。また、大雨や大規模災害の発生時、発
生の恐れがあるときも各社がニュースの時間
に取り上げてくれます。更に、ニュースや天
気予報の時間以外にも『ｄ』ボタンで、災害
情報や気象情報として情報提供しています。
各社に若干のばらつきはありますが、概ね同
様の情報内容です。これらの『ｄ』ボタンで
の情報提供の内容をどれくらいの方が利用し
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ているのか、どれくらいの方が知っているの
か分かりません。しかし、テレビからの情報
は、停電してしまうと使えなくなります。
次にラジオです。こちらもテレビ同様に決
まった時間にニュースや天気予報で情報提供
されます。コンパクトで軽いので携帯するこ
とが出来ます。コミュニティ放送などが整備
されているところでは、身近な地元の情報が
取得できますが、絵が無いことで地名や進路
方向など、地理が得意でないとイメージが湧
かないこともあります。停電時には乾電池で
電源として補うことが出来ます。車のカーラ
ジオも有効活用しましょう。そのために、周
波数を覚えておくことも必要です。
次にスマートフォンや携帯電話です。最近
は、いろいろなアプリがあり、使い方によっ
ては情報通になると思います。緊急地震速報
や自治体の防災メール、テレビ・ラジオの機
能、雨雲レーダーなど情報は豊富です。ま
た、SNSなどによるメディアや自治体では入
手できない情報の発信もあります。このよう
なアプリやSNSは、普段から使い慣れておく
ことや、信頼できる情報源を災害時には利用
できるように決めておくことも必要です。一
方で情報を正しく判断できないと、デマや噂
話に惑わされてしまうこともあります。発信
する側も嘘の情報を流さないで欲しいところ
です。また、当然の事ですが、スマートフォ
ンや携帯電話も予備のバッテリーが必要にな
ります。その他にWi－Fi 環境も重要です。
その他に広報車、防災行政無線（スピーカー
放送、個別受信機など）、町内会や自主防災
組織、隣組などの声掛けも災害情報と言えま
す。また、個人の声掛けなども避難時や安否
確認には有効です。

５．普段使いの情報
私は、いわき短期大学で非常勤講師として

防災関係とボランティア関係の講義を行って
おります。これらの講義には、当然ながら防
災やボランティア活動に関心のある学生が参

加しています。この講義において、学生が災
害情報を入手しようとするときに、どのよう
な方法で入手しているのかアンケートをとっ
てみました。すると、圧倒的にテレビのニュ
ースという答えになります。
しかし、若い人たちは、スマートフォンや

SNSの依存度が高く、それらを使って生活に
必要な情報を得ているものと考えておりまし
た。答えは、そうではありませんでした。
そこで、改めて「スマートフォンやタブ

レット端末などのインターネットやアプリを
使用して、防災や災害に関する情報は得てい
るか。」と質問すると、概ね全員が「情報を
得ている。」または「災害時に利用する。」と
答えています。
更に、どのようなアプリをインストールし

ているかを尋ねると、多くは「緊急地震速
報」「ニュース」と答える。これは、本当な
のかと思い、更に質問を続け「ラジオのアプ
リは入れていないの。」「天気予報はどうです
か。」更に続けて、「地図アプリはどうです
か。」と聞くと、次から次へと手が挙がりま
す。一部にちょっとマニアックなアプリを登
録している学生もおり、私でも「おっ」と声
あげるものもありましたが、多くはアプリと
してインストールされていても、普段使いさ
れていないことが分かります。これはどうい
うことでしょうか。
更に掘り下げるために聞いてみると、主な

使い道が違ってきます。まずラジオは、好み
のアイドルやお笑い芸人さんのラジオ番組を
聞くためである。そして、天気予報は雨が降
るか降水確率を見る。地図アプリは、行きた
い飲食店などのお店の場所を知るために使用
しているそうです。実に惜しいところです。
「もう少し使い道を広げてくれると、直ぐに
防災や備えとして使えるアイテムであること
を理解していただけるのに」と思いました。
それなら、なぜ防災や備えとして役に立つ

アイテムを使用していながら、直ぐに出てこ
ないのか調べてみると、「防災に役立つこと
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を知らなかった。」「どのような情報を得られ
るか、分からなかった。」「他に使う機会がな
い。」などの声があがりました。
そこで、防災関連のキーワードとしてラジ
オでは、ニュースや天気予報をどの放送局で
何時からやっているか。天気予報では、台風
情報や大雨、降雪情報を入手して早めの行動
をする。地図アプリでは、避難所や避難場所
の情報を得ることが出来るなど説明をする
と、なるほどといった顔をしている様子がう
かがえる。普段使いが出来ていないと『いざ
という時』に使おうと思っても、上手く使え
ないことが多いのではないかと思います。そ
のために役立つアプリがたくさんあります
が、上手に災害時に役立たせるために、普段
から使用することと、どんな情報を入手する
と防災や備えに結び付くのかを、一度考えて
いただきたいところです。
災害が起きる前の備えとして、以下の内容
について、読者の皆さんにも直ぐに役立つと
思います。次のものを検索・登録してみては
いかがでしょうか。
国土交通省の『重ねるハザードマップ』

『わが町ハザードマップ』『川の防災情報』
『地点別浸水シミュレーション』、気象庁の
『キキクル』『ナウキャスト』NHKの『ニュ
ース防災』、地元の自治体の防災メールやコ
ミュニティラジオなどもあります。

６．顔の見える関係と近助・互助
ここでは、顔の見える関係として、お住い

のコミュニティで普段のお付き合いと、防災
の関係についてお話ししたいと思います。顔
の見える関係と単純に言っても、顔が見えな
いということではありません。近所付き合い
が希薄になってきているということです。そ
して核家族化が進んでいる社会環境で、どの
ように近所付き合いや顔の見える関係を深め
ていくことができるのでしょうか。一昔前の
様に、醤油を切らしてしまい、隣に借りに行
くというのも少なくなりました。地域の行事

や町内会の自主防災組織活動に参加するなど
もありますが、これも少なくなりました。隣
近所で挨拶することや、ご婦人方は隣近所と
のコミュニケーションとしての井戸端会議的
にお話しされることだけでも十分です。挨拶
は、気軽にしてください。井戸端会議は、こ
の近所付き合いの希薄な時では、お住いのコ
ミュニティの重要な情報ツールと言えるかも
しれません。その他にも、いろいろと接点は
ありますが、個々の都合を優先する中で、地
域の行事や町内会の自主防災組織活動へ参加
しないことが多くなっているのではないで
しょうか。これは、生活様式が変わり、夜勤
がある、２４時間稼働する機械設備に人が合わ
せて仕事をする、土曜日・日曜日にお休みで
きると限らないなどが多くなってきているこ
ともあるでしょう。
更に、近所付き合いの機会を減らしている

のが、マンションやアパートが多く出来てき
て、生活の拠点やスタイルを変えることが多
くなってきたこともあるのではないでしょう
か。全てとは言えませんが、このマンション
やアパートに入居することで、隣組に入らな
い人が増えていないでしょうか。また、この
ように隣組に入らない選択が出来てしまった
ことから、同じ地区に引っ越しされて来た方
や、新居を構えても隣組に入らない方が増え
てきているのではないでしょうか。このよう
なことから、益々近所付き合いが希薄になっ
てきてしまいます。
これは、防災上の黄色信号です。隣に住ん

でいる方が誰だかわからなければ、災害時に
声もかけられません。隣組に入っていれば、
自治体の広報誌やハザードマップ、防災メー
ルの登録要請するチラシなどは、回覧板で各
家庭に配布されます。これが届かない。ま
た、大規模災害時には、避難所に行っても近
所付き合いがないことから、顔見知りが居な
い。支援や隣近所の方からの声掛けなどを受
けられないことも考えられます。これは困っ
たことになってしまいます。
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写真２．シェイクアウト訓練

写真３．ロープワーク指導中

災害が起きていない平常時に隣近所とのお
付き合いが希薄な若いご夫婦とお話をするこ
とがありました。「自治体の発行するハザー
ドマップや防災メールの登録を促すチラシは
見たことがありますか。」と尋ねると、「見た
ことがない。」それらは必要ですかと続けて
尋ねると「必要です。」と答えるので、「どの
ように入手しますか。」と更に尋ねると「役
所のホームページで検索します。」と返事が
ありました。本人たちは、あまり困っていな
いようでした。その後、数か月たって改めて
同じ質問をしたところハザードマップの確認
や防災メールの登録などを行っていないどこ
ろか、検索もしていないことが分かりまし
た。このご夫婦は、大規模災害が起きたとき
には、どのように対処するのだろうか心配に
なってしまいました。十分な備蓄品や避難所
に避難するような家屋の損壊がないことを祈
るばかりです。
災害時に役立つような顔の見える関係を築
くには、地元の方と挨拶をして交流を持つこ
とと、防災訓練や町内会の自主防災組織活動
に参画して、訓練を通じて経験や体験をす
る。また、お互いに助け合える関係を構築し
てほしいです。そして、自助・共助の間に、
近助や互助を付けて、大規模災害発生時の初
期を乗り切れるように備えてください。福島
県防災士会では、こうした普及・啓発活動に
より、防災・減災・備えが県民の皆様に定着
するように活動しております。
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●技術論文

変化するエネルギー市場に向けた
フライホイール蓄電システムの開発

日本工営株式会社
パワー＆デジタル事業本部 池 田 信 義

１．開発の経緯
近年、地球温暖化問題や環境問題に対して
発電や動力などで使用するエネルギーを非化
石化や脱炭素化することが求められていま
す。対応として再生可能エネルギー（太陽光
発電、風力発電など、以下、再エネという）
の導入、水素を利用した燃料電池発電、自動
車・船舶など輸送機の電動化が実施されてい
ます。そのような社会問題に対し、当社は、
これまでの電力流通製品やエンジニアリング
の実績から、２０１１年、再エネを通し社会へ貢
献する技術開発を行い事業化しています。具
体的に５０年以上に渡る水力発電事業、発送配
電機器及びコンピュータシステムの製造及び
電力エンジニアリング事業を行ってきまし
た。２０１１年から再エネ関連の製品としてエネ
ルギーマネジメントシステム（Energy Man-
agement System:EMS）の開発・販売、小水
力発電事業運営などを行うと共に、英国を含
む欧州のエネルギー市場へ投資を行い、グロ
ーバルに事業を展開しています。
２０１８年、第５次エネルギー基本計画におい
て、日本は再生可能エネルギーを主力電源化
とする取り組みを明確にしました。周知の通
り再エネが大量導入されると、火力発電所な
どの発電電力量が低減するため、電力系統の
同期化力（イナーシャ）が低減し、周波数が
不安定になります。電力系統の周波数が不安
定化した場合の対策として、系統安定化シス
テムの導入や送電線容量の増量、蓄電池導入

などが行われています。とりわけ、リチウム
イオン電池（以下、LiBという）などの化学式
蓄電池は、エネルギー密度が高いことから、
需給調整が可能であり電力平準化として多く
の実証実験が行われ、実用化されています。
しかし、化学式蓄電池は一般的に短周期かつ
高出力の充放電を繰り返すことにより寿命が
短くなることや、化学物質を使用しているこ
とによる環境への影響などの課題があります。
そこで、化学式蓄電池とは異なる特長を有

する蓄電方式として、当社が保有する回転機
械の設計・製造技術を活かすことのできる機
械式蓄電方式のフライホイール蓄電に着目し
ました。フライホイール蓄電とは、はずみ車
と呼ばれるフライホイールをモータで回転さ
せ、その回転を維持することで電力を回転エ
ネルギーへ変換し、放電する時はモータを発
電機として機能させることで電気エネルギー
へ戻す蓄電方式です。
フライホイールはモータや発電機などの回

転技術の中で、一般的に慣性力を維持するた
めに用いられています。フライホイール蓄電
は、そのフライホイールが回転し続けようと
する原理を応用した蓄電方式となります。蓄
電における原理は図１の様になります。式１
の通り蓄えられるエネルギーは、フライホイ
ールの直径、質量、回転数で決まります。よっ
て、エネルギー量は機械的な構造で決まりま
す。
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図１ フライホイール蓄電の原理

Ｅ＝１１６ ＭＤ
２ω２［Ｊ］・・・式１

Ｅ：回転エネルギー［Ｊ］
Ｍ：フライホイール質量［㎏］
Ｄ：フライホイール直径［ｍ］
ω：回転速度［rpm］

図２ フライホイール本体の構造図

２．Stornetic 社と共同開発
最初に当社の開発コンセプトは、市場が要
求する蓄電容量に対応できる「小型かつ拡張
性のある蓄電システム」としました。まず、
市場調査を行い、開発方法を検討しました。
フライホイール蓄電システム（以下、FWと
いう）メーカ（量産生産）を国内外で調査し
た結果、国内に２社、国外に１０数社あること
が解りました。その中で当社の開発コンセプ
トに最も近いメーカにSTORNETIC社（ドイツ）
がありました。日本およびアジアの電力市場
に適合するFWを共同開発することでSTOR-
NETIC 社と合意し、２０１８年から製品化を目
指して開発を本格的にスタートしました。
欧州市場で既にコンテナ型FWのプロトタ
イプを開発している STORNETIC 社でした
ので、このモデルをベースに当社はFWの設
計技術の提供を受け、日本市場向け製品へ改
良し市場拡大を行うこととしました。具体的
に、国内で調達、製造可能なシステム構成で
設計すると共に、独自に開発したEMSを適
用することで拡張性のある蓄電システムを開
発する計画としました。

３．開発したＦＷの仕様
蓄電デバイスであるフライホイール本体の
構造を図２に示します。フライホイール本体

は直径６００㎜、高さ１，４００㎜の鋼製の容器で覆
われており、容器内部に磁気軸受、回転体
（フライホイール）、モータ発電機が縦軸構造
で構築されています。回転軸のバランスを保
ちつつ摩擦損失を排除するため、磁気軸受を
採用しました。また、高速回転による風損を
排除するため容器内を真空としました。これ
らの工夫により、回転運動の高効率化が図
れ、蓄積エネルギーの損失を少なくすること
ができました。回転体には、高速回転に適し
ている高強度の炭素繊維強化プラスチック
（CFRP）を採用し、モータ発電機はモータ
と発電機の機能を合わせ持つ３相交流の永久
磁石発電機を採用しました。フライホイール
本体の仕様は表１のとおりです。

次に、システム概要について説明します。
開発したＦＷは、製品名をFlystabⓇ（フライ
スタッブ）とし商標登録しました。意味は
Flywheel stabilization systemです。以後、当
社製FWは Flystab と呼称します。

項目 機器仕様
定格出力 ６０kW／台
定格容量 ３．６kWh／台
充放電時間 約２６０sec
応答速度 約３０msec
最大回転数 ４５，０００rpm
設計寿命 ２５年
質量 約９００㎏／台

表１ フライホイール本体の仕様
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図３ Flystab 構造図

図４ Flystab システム構成図

図５ Flystab の外観

Flystab の構造は図３のとおり、主要装置
としてフライホイール本体、ドライブ盤、イ
ンバータ盤、電源盤、フライホイール制御盤
をコンテナ内に収納しています。その他、フ
ライホイール本体の補機として真空装置と冷
却装置、コンテナ内の環境を一定にするため
空冷装置（空調）を装備しました。Flystab
のシステム構成は、図４の通り電力系統に接
続し、各装置へ電力を供給しながら充放電を
行います。図５は開発した試作機外観です。
試作機仕様は表２の通りとなります。
試作機は２０Ft コンテナを使用しましたが、
コンテナサイズを４０Ft に変更することで最
大１MWまで出力を増やすことが可能です。

４．ハイブリッド蓄電システムの提案
１項で述べた様に再エネ導入拡大で電力系

統安定化には、LiB などの蓄電池が接続され
運用されています。LiBはFlystabに比べエネ
ルギー密度が高く、長周期の変動に最適で
す。一般的に電力系統の変動は、短周期と長
周期に分けられます。蓄電池は両方の周期へ
対応可能ですが、短周期の出力を繰り返すこ
とで寿命が短くなります。一方、Flystab は
電力容量が少ないため長周期への対応が困難
です。そこで、当社はお互いの利点を生かし、
電力系統の課題解決策として短周期変動を
Flystab、長周期変動をLiBが動作するハイブ
リッド蓄電システムを提案、開発しました。

５．実証試験結果
ハイブリッド蓄電システムの特長を検証す

るため、動作試験を実施しました。産業技術
総合研究所福島再生可能エネルギー研究所

項目 仕様
電源 AC ５０Hz ３相４００Ｖ
コンテナサイズ ２０Ft
フライホイール
設置台数 ２台（最大４台収納可能）

定格出力 １２０kW（４台で２４０kW）
効率 ９２％
動作温度 －１５～４０［℃］

表２ Flystab の仕様
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図６ 動作試験構成図（模擬マイクログリッド環境）

図７ 模擬マイクログリッド試験室風景（FREA）

グラフ１ 瞬時的な周波数調整試験結果

グラフ２ 連続的な周波数調整試験（DGのみ）

グラフ３ 連続的な周波数調整試験
（DG＋ハイブリッド蓄電システム）

（以下、FREAという）に図６の模擬マイク
ログリッド環境を構築して動作試験を実施し
ました。

図６は、ディーゼル発電機（DG）で系統
を維持しそこへ再エネ（太陽光発電）が接続
した離島やマイクログリッドを想定しまし
た。DGをACシミュレータ、太陽光発電を
PVシミュレータ、変動する負荷を模擬負荷
で構成し、この模擬電力系統にハイブリッド
蓄電システム（Flystab と蓄電池シミュレー
タ）を接続しました。FREAで実施した動作
試験の試験室環境は図７の通りです。

６．動作試験
（１）動作確認試験
瞬間的な負荷変動により、周波数を変化さ
せ、DG、DG＋蓄電池、DG＋ハイブリッド蓄
電システムの環境で動作試験を行いました。
結果、ハイブリッド蓄電システムが蓄電池よ
りも早く電力を供給し、周波数低下を抑える
ことができました。試験環境より、Flystab が
蓄電池よりも高速に動作し周波数改善したこ
とが解りました。詳細はグラフ１の通りです。

（２）周波数調整試験
次に、連続的な負荷変動におけるハイブ

リッド蓄電システムの周波数調整機能を確認
する試験を行いました。結果、グラフ２の
DGだけの調整より、グラフ３のハイブリッ
ド蓄電システムによる調整の方が、高い確率
で周波数を許容値内（５０Hz±０．１Hz）に維
持することができました。

（３）蓄電池充放電電流計測
連続的な負荷変動における周波数調整試験

で、Flystab 有無による蓄電池充放電電流値
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グラフ４ 蓄電池充放電電流値（DG＋蓄電池）

グラフ５ 蓄電池充放電電流値
（DG＋ハイブリッド蓄電システム）

をグラフ４とグラフ５の通り計測しました。
結果、Flystab が動作するグラフ５のハイブ
リッド蓄電システムにおいて、蓄電池充放電
電流値が減少していることが解りました。ハ
イブリッド蓄電システムにおいて、蓄電池の
負荷が軽減されていること、電流値が減少し
ていることから、本結果は蓄電池の延命を示
唆していると考えられます。

５．まとめ
前項で説明したようにハイブリッド蓄電シ
ステムの動作試験で、Flystab の高速高出力
特性を活かせる周波数調整試験を行いまし
た。結果としては、ハイブリッド蓄電システ
ムにより周波数変動を抑制できることがわか
りました。この試験を通じて得られた知見と
して、EMSによりFWと蓄電池を効率的に制
御するためのノウハウを確立でき、さらに
は、系統の周波数変動のデータを解析するこ
とで本システムの機能や利点を明確にするこ
とができました。試験データを解析した結
果、蓄電池の充放電電流値の減少だけでな

く、充放電回数も減少していることがわかり
ました。これらの結果から、蓄電池のサイク
ル劣化が軽減されていると考えられ、当初の
予想通り本システムは蓄電池の延命に効果が
あると判断します。

６．FWの導入実績調査
世界的に導入されている蓄電システムの多

くはLiBですが、その中でFWの導入実績に
ついて調査結果をご紹介します。まず、日本
における実績は表３のとおり９件確認できま
した。調査結果からわかるように、電力や鉄
道分野に採用されています。実用化されてい
るのはNo．２，３，９でした。その他は研究や実
証試験です。

国外におけるFWの採用・導入実績につい
ては、５０件以上の実績がありその一部を表４
にまとめました。導入の目的を分析すると、
欧州は再エネによる電力変動の安定化用、北
米は周波数調整用でした。とりわけ北米では
大容量のFW導入事例がありました。理由を
調査した所、FREC（連邦エネルギー規制委

№ 導入先 概略

１ 日本量子科学
研究開発機構

１９８５年設置。ＪＴ‐６０電源に付属として
核融合における高出力電力安定化として
活用。

２ 京急電鉄（株） １９８８年設置。列車がブレーキ時に発生す
る回生エネルギーの有効活用。

３ 沖縄電力（株）
中城湾変電所

１９９５年設置。隣接した製鐵所のアーク炉
運転時の電力変動対策に活用。

４ 島根県隠岐島
斐川町

２００２年設置。隠岐の島大峰山へ風力発電
の出力変動抑制の実証試験に適用。

５ JR東海（株）
２００５年実施。超電導フライホイールによ
り列車がブレーキ時に発生する回生エネ
ルギーの実証試験に適用。

６ 沖縄電力（株）
波照間島

２００９年設置。風力発電による電力変動対
策の実証試験に適用。

７ 山梨県米倉山
太陽光発電所

２０１５年設置。超電導フライホイールの開
発。太陽光発電の電力変動抑制の実証試
験に適用。

８ JR東日本（株）
２０１７年実施。券売機、空調や信号などの
配電設備における間欠負荷変動対策や瞬
低対策の実証試験に適用。

９
JR東日本（株）
穴山変電所
（山梨県）

２０１８年実施。列車の回生エネルギーを超
電導フライホイールで有効活用。（№７
実証試験からの実用化）

表３ 国内へのフライホイール導入実績（調査結果）
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員会）が２０１１年にOrder７５５を発令し高速な
調整力電源へ高い対価が義務付けられたこと
から、高速応答するＦＷ導入が増加しまし
た。一方、欧州においては、環境対策を基本
とし再エネ導入の電力平準化用として導入さ
れています。

世界市場を見た場合、欧米では離島やマイ
クログリッド、大規模電力系統などの系統安
定化のためにＦＷとその他蓄電設備などの採
用事例がある他、従来型の非常用電源・UP
Ｓ（無停電電源装置）や運輸分野にも複数の
採用実績がありました。最近ではEVの高速
充電機として製品販売されています。
日本国内においては、表３より採用は少な

く限定的でした。Flystab 開発で PR活動を
行った経験でFWの採用が少ない要因を検討
した結果、経済性（価格が高い）と市場認知
度が低いことが主要因と考えられました。

７．今後の蓄電池市場への期待
ご承知の通り、日本は２０２０年１０月に２０５０年
までにカーボンニュートラル宣言をして、
２０２１年１１月 COP２６で２０３０年に温室効果ガス

４６％削減を表明しました。なお、同内容は
２０２１年１０月に第６次エネルギー基本計画で閣
議決定され、脱炭素と経済成長を両立させた
計画となりました。この計画により、日本は
これまで以上に再エネの導入比率を上昇さ
せ、火力発電所の比率を下げつつ、定置型蓄
電池の更なる導入拡大を行うことになりま
す。
再エネの拡大で電源が分散化され電力系統

の安定化に蓄電池は欠かせない装置になると
考えます。その中でも、現在主流のLiBと大
容量に適したNAS電池などで対応が難しい
周波数変動の多い電力系統や、環境負荷低減
が必須な電力系統に、FWの様な特殊な蓄電
システムが期待されると考えられます。エネ
ルギー市場の多様化からも、高速充放電が必
要とする市場も今後発生すると考えられま
す。そのためにも、FWの認知度を上げる活
動が必要と考えます。

以上

№ 導入先 概略

１ アメリカ
ニューヨーク州

２０１１年設置。周波数調整用。Beacon 社
は NYISO（米規制委員会）指示により
Stephentown へ２０MW／５MWh導入。

２
アメリカ
ペンシルベニ
ア州

２０１１年設置。周波数調整用。Beacon 社
は PJM（米規制委員会）指示により
Hazle Township（工業団地）へ２０MW／５
MWh導入。

３ アイルランド
２０１５年設置。再エネ導入による周波数調
整実証試験。Beacon 社の FWと日立化
成製の鉛蓄電池によるハイブリッドで実
施。FWは３２０kW導入。

４ ケニア
２０１５年設置。ＦＷ、風力、DGによるマ
イクログリッド環境の電力安定化対策に
ABB社製 FWを５００kW導入。

５ フランスEDF社
２０１７年設置。Lib とのマイクログリッド
環境による実証試験にSTORNETIC社の
FWを６０kW導入。

６ ジャマイカ
２０１８年設置。PVと風力によるマイクロ
グリッド環境において電力安定化に
ABB社製 FWを３MW導入。

７
イギリス
シェフィール
ド大学

２０１９年発表。イギリスのエネルギー需要
に対応するためADAPTIVE 社製 FWと
LiBのハイブリッドで実証試験。FWは１
MW／２０kWh導入。

表４ 国外のフライホイール導入実績（調査結果）
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●寄 稿

続 旅行記
イスラエルの旅から宗教への興味へ

福島県支部 顧問
株式会社東日本建設コンサルタント 長 尾 晃

【初めに】
一昨年２月にコロナ禍ぎりぎりで旅してき

たヨルダン・イスラエルへの旅行記を昨年の
「たくみ２１号」へ投稿しました。今般は、引
き続きの第２弾をと言う執筆依頼が有りまし
た。
その後旅行へも行けないので、旅行記の第
２弾はどうしようかとの思いがありました。
イスラエルについての歴史を調べているうち
に、旧約聖書とこれに係る宗教にも興味が出
てまいりました。少し宗教への扉が見えてき
ましたので、このあたり（少しいい加減です
が）について知り得たことをご紹介すること
に致します。宗教について詳しい方やその当
事者の方からはご意見や反論も噴出するかも
しれません。
宗教と政治は話題にすべきではない、と言
われますが恐る恐る書くことに致しました。

【旧約聖書】
旧約聖書について少々おさらいをしておき
ます。
旧約聖書という書物は最初からこの名前で
書かれたものではありません。キリスト教徒
がこれを聖典としながらも、べつにキリスト
教聖典を追加で作成（新約聖書）したので、
もともとあった聖書に旧約の名を付け、追加
のものに新約の名を付けたのです。旧約聖書
は、古代ユダヤ教の発展につれて徐々に作ら

れたものです。主なる内容「創世記」「出エ
ジプト記」「レビ記」「民数記」「申命記」の
五つの文書（いわゆるモーセ五書）を含む全
体で３９冊からなる膨大な文書で、長い期間を
かけて編纂されたものです。
もともとヘブライ語で書かれたものですが

一時期ギリシャ語で書かれ、これがキリスト
教の新約聖書への影響をあたえることになり
ました。旧約聖書の編纂は、前５世紀から前
６世紀頃です。

【世界の宗教と日本の宗教】
インドをはじめ中国、勿論日本にも、各地

で夫々の地域宗教が有りました。
さて、世界全体を見てみると、三大宗教と

して仏教、キリスト教、イスラム教がありま
す。このうちキリスト教とイスラム教はもと
もとユダヤ教の聖典である旧約聖書を聖典と
しており、この２つの宗教は親戚のようなも
のなのです。
日本人は無宗教国民と言われるけどそんな

ことはありません。日本にはもともと自然崇
拝の神道があり、この上に、夫々の時代の為
政者が外国からの宗教を導入・利用してきた
経緯があるのです。
そもそも宗教の起こりは「死」に対する逃

避からのものと考えられます。
日本の宗教人口は、神道八千五百万人・仏

教八千七百万人・キリスト教二百万人イスラ
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ム教二十三万人他、合計で一億八千二百二十
万人となり人口の４０％も多くなるのです。そ
れでも皆さんそれぞれの宗教にたいして敬虔
に（あるいは少しそうでなく）お参りをして
いるのです。

【仏教】
三大宗教のうち仏教は日本人に最もなじみ

があり、一番歴史が古い宗教でもあります。
日本に伝来するまでの経緯を少々お話しした
いと思います。
仏教の創始者であるブッダは紀元前６世紀

ごろシャカ族の王の息子として生まれまし
た。名はゴータマ・シッダールダと言いま
す。ブッダと言う名については後程説明いた
しますが、シッダールタはシャカ族の皇子と
して何不自由のない生活をしていました。当
時のインドでは、バラモン教が信じられてお
り、その特徴は牛を神聖な動物とすることと
司祭階級（バラモン）を最上位に置くカース
ト制度を何よりも重要な教義としていまし
た。しかしシッダールダは、２９歳の時家族や
王位を捨てて修行に出ることになります。苦
行生活を続け３５歳の時に悟りを開くことにな
ります。シャカ族の皇子として生まれたゴー
タマ・シッダールタが、ここで悟りを開いた
人を意味するブッダ（仏陀）となったわけで
す。
実は、ブッダが７８歳の時にシャカ族はコー

サラ国に滅ぼされ、コーサラ国はマガダ国に
滅ぼされ、やがてマガタも分裂して滅んでい
きました。
ブッダの教えの基本は「これある時 彼有

り これ無きとき 彼無く これ生ずるとき 彼
生じ これ滅するとき 彼滅す」とあります。
世の中のすべてのものは繋がっている、と

同時にすべてのものは移ろいゆくというこ
と、すなわち「無常である」ということに気
づくべきである、と言って広めていったそう
です。我々凡人が悟りに近づけるはずもない
けれど、徒然草の一節にもあった事を思い出
します。
さて、その後の仏教の行方ですが、ブッダ

は８０歳でこの世を去りますが、ブッダの弟子
たちはその教義の解釈の違いから分裂してゆ
くのです。ブッダの教えに従い、お金や財産
を持つことを禁じた上座部とこれを肯定した
大衆部（ご存じ大乗仏教）とに分裂すること
になりました。上座部はインドから南の地域
を経由して東南アジアに伝わっていったので
南伝仏教としてスリランカ、タイ、ミャンマ
ー、などの国で信仰されています。これに対
し大乗仏教は、北のモンゴルやチベットを経
由して中国や日本などに伝わってきたわけで
す。ブッダが入滅してから７００年ほどが過ぎ
たころ、「縁起」とともに仏教の重要な教義
である「空」の概念が大乗仏教の僧である
「龍樹」によって唱えられ、般若心経として
著されました。
さて、ブッダの教えからは大きく離れてい

くけれどブッダが唱えた教えは、「宗教と言
うより生きるための哲学であった」ように思
えます。
その後、インドではブッダが入滅したあと

バラモン教が土着の宗教と融合してヒンドゥ
ー教の巻き返しがあり、インドでの仏教勢力
は衰退していくのです。しかし結果として、
仏教は新天地を求めインドの民族宗教からか
ら外へと広がり世界宗教となっていくので
す。
ブッダが生まれた紀元前６世紀ごろ中国で

は儒教と道教の思想があり紀元前１世紀ごろ
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大乗仏教が中国に伝わります。更に４～６世
紀にかけて中国の仏教は儒教などと融合しな
がら本来の協議とは離れて国家の鎮護の役割
として日本に伝わってきたのです。ブッダは
あの世でどう思っているのでしょうか。
仏教が伝来する前の日本は神話と精霊の国
でした。神道について少々触れておきます
が、縄文時代には死者の魂が悪霊となって甦
ることを防ぐための屈葬が行われ、弥生時代
は地の神や海の神への信仰が盛んでした。８
世紀には「古事記」「日本書記」が編纂され
ましたが、古事記には日本という国が高天原
の神々によって創造され、神々の支持を受け
てイザナギ・イザナミの神話から太陽神であ
る天照大御神が誕生することになります。こ
の天照大御神の子孫である磐余彦（イワレビ
コ）が初代神武天皇で、その即位日は、現在
のカレンダーにもある通り、建国記念日（２
月１１日）です。
さて、日本に上陸した仏教は政治に利用さ
れたり利用したりを繰り返しながら多くの宗
派へと枝分かれして行くのです。外来文化の
導入に熱心だった蘇我氏（仏教派）と物部氏
（神道派）との対立を経て聖徳太子の時代に
隆盛を迎えます。
江戸時代、になると檀家制度が幕府によっ
て認められ、これにより寺院は安定収入が見
込めることとなるのですが、結果として布教
への意欲はなくなってしまいます。これで、
お盆や葬式の時だけの宗教となってしまうの
です。日本の仏教のもう一つの特徴は神道な
ど日本古来の信仰などを融合しながら発展し
てきたのです。仏教が山岳信仰と結びついた
修験道などがその例です。大乗仏教は広まる
過程でインドのヒンドゥー教の神々を仏とし
て取り入れていました。このため日本の仏教

はヒンドゥー教や神道の多くの神が一緒に
なって存在することになります。七福神とし
て知られる大黒天はシヴァ神と大国主命が一
緒になってしまったものだそうです。日本の
宗教は外の宗教からはとてもいい加減に見え
ると思うのです。日本人の性格である「集団
の意見に同調しやすいことやイエスやノーを
はっきり言わない」などは宗教の歴史を考え
れば成る程と思えるのです。

【キリスト教】
前回の旅行記でイスラエルと日本との関係

を紹介いたしました。
キリスト教はユダヤ教抜きには語れない宗

教です。日本人と言うと、日本国民を示しま
すが、ユダヤ人と言ってもユダヤ民族と言う
ことではありません。ユダヤ教を信仰する人
をユダヤ人と言います。
旧約聖書によれば紀元前二千年ごろに、族

長アブラハムに率いられてメソポタミアから
カナン（今のイスラエル中部とヨルダン川西
岸地区パレスチナ）に移住した遊牧民がユダ
ヤ人の祖先と言う事です。アブラハムは神の
啓示によって指導者になったのですが、この
時の神がユダヤ教の唯一絶対神で万物の創造
主であるヤハウェです。このヤハウェはキリ
スト教の神であり、イスラム教の神でもある
わけです。同じ神を信仰の対象とする宗教同
士が対立し、戦争まで引き起こし、いがみ
合っているのは簡単には理解できません。紀
元前千三百年ごろのエジプトで奴隷となって
いたユダヤ人は、モーセによってエジプトか
ら脱出します。シナイ山でヤハウェはモーセ
に十戒を与えるのです。十戒を守る事と引き
換えにヤハウェはユダヤ人を神から選ばれた
特別な民族として契約を交わしたのです。い
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わゆる神から選ばれた「選民」として意識す
ることになったのです。日本でも鎌倉時代の
蒙古襲来の折、突然の「神風」により蒙古軍
の船は壊滅的になり退散しています。日本人
も八百万の神々が日本民族を守るという神に
選ばれたと言う「選民」意識が出てきてし
まったのです。自信にもなるけど時には勇み
足にもなります。
さて、キリスト教に話を戻します。
イエスの語源はヘブライ語で「神は救う」
の意味です。イエスは当時ローマ帝国に支配
されていたユダヤのベツレヘムの馬小屋で生
まれました。生まれた時の名前「ヨシュア」
は当然イエスでもキリストでもありません。
キリスト教の布教に伴って後に付けられた名
前です。仏教の仏陀と同じです。今は世界中
で、西暦の年号を使っているけど、キリスト
が生まれた年を紀元１年としたことから始
まっているのです。これは当然ずうっと後に
なって決めた事です。
イエスの父であるヨセフも母のマリアもヤ
ハウェを信奉する敬虔なユダヤ教徒です。イ
エスは３０歳を過ぎたころヨルダン川でヨハネ
からユダヤ教徒としての洗礼を受けるので
す。キリスト教徒は、キリストを罪に陥れ死
刑にしたのはユダヤ教徒でユダヤ人を憎んで
いる、ということは実はおかしい事なので
す。
キリストは「由緒正しいユダヤ人」であり
敬虔なユダヤ教徒だったのです。キリストは
ユダヤ教の布教活動の中で律法ばかりを重ん
じる（ファリサイ）派との内部抗争の結果死
刑になったのです。
ご存知「最後の晩餐」での遣り取りが有り
ます。自分の弟子にだまし討ちに遭った事か
ら死刑になるのですが、この時の弟子たち

は、収監するための兵士からキリストを置い
て逃げてしまったのです。この時の弟子たち
は後に、必死の思いでキリスト教を広める事
になったのです。弟子たちも、その時に救う
ことが出来なくて後味が悪かったのでしょ
う。
キリスト教のもう一つの聖典としての新約

聖書はイエスの死後１２０年～２００年後に使徒や
弟子によって書かれた文献や資料などを集め
て編纂したものです。イエスは洗礼を受けて
からゴルタゴの丘で処刑されるまでの伝道期
間はたったの３年間でした。やがてユダヤ教
から追放される形でキリスト教は誕生するの
です。
その後布教活動の甲斐あって、ローマでも

キリスト教徒は増え続けます。やがて、コン
スタンティヌス帝はキリスト教を利用するこ
とで支配下の民族を一つに纏めて統治するこ
とを思いき３１３年にキリスト教を公認します。
更に３８０年にはテオドシウス帝の時、当時最
大の大国ローマ帝国の国教となったのです。
これによりキリスト教は急速に勢力を拡大し
ていく事になりました。
１１世紀には他宗教を排斥することになり、
エルサレムがイスラム教に占領されたとして
カトリック教会を中心に十字軍を結成し２００
年にわたって何回も遠征が繰り返されまし
た。遠征の理由は「聖地奪還と巡礼の安全確
保」と言うことであったけれど、結果は「侵
略、略奪、虐殺」となったのです。キリスト
もこんな結果を望んではいなかったはずで
す。
さて、イスラム教については興味を持たれ

ましたら、皆さん各自でお調べ頂きたく思い
ます。 以上
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●技術士ＣＰＤ研修会

－２０２１年度福島県支部ＣＰＤ研修会－
ＣＰＤ研修委員会

１．はじめに
福島県支部CPD研修委員会では、２０２１年

度 CPD研修会として第１回を現場見学会、
支部年次大会後に同会場で第２回CPD研修
会を開催しました。第３回CPD研修会は、
東京電力福島第一原子力発電所の視察を予定
しておりましたが、まん延防止等重点措置に
伴い中止としました。
第４回CPD研修会は直前の変更となりま
したがWEBにより開催しました。（次号掲載）

２．CPD研修会の概要
（１）第１回CPD研修会
第１回CPD研修会は、現場見学会として、
建設中の国道１１８号鳳坂トンネル工事につ
いて、現地で座学や施工現場見学を実施しま
した。
・日 時：２０２１年６月８日（火）
・場 所：福島県岩瀬郡天栄村

大字牧之内地内
・名 称：国道１１８号（仮称）

鳳坂トンネル工事
・発 注：福島県
・施 工：株式会社大林組

講師 中戸 敬明 氏
後藤 尚貴 氏

当日は２０名以内の制約となりましたが、施
工者の職員の皆様に丁寧なご案内・ご説明を
いただきました。
鳳坂トンネルは延長２．５㎞で、交通の冬期

難所となっていた要衝の鳳坂峠を一気に解消
する、地元からの期待も非常に大きい事業で
す。工事の進捗状況や岩盤と切羽の状況、掘
削工法・支保パターン等について、詳細にご
説明いただきました。

写真１．現地研修会の様子

（２）第２回CPD研修会
第２回CPD研修会は、午前の福島県支部

第１０回年次大会に続いて、同日の午後に開催
され、特定非営利活動法人野馬土代表理事三
浦広志氏、日本大学工学部上席研究員中村晋
氏を講師にお招きして、貴重なご講演をいた
だきました。
会場は新型コロナウイルス対策のため、定

員を制限し、関係者の皆様のご協力により万
全の感染予防対策の基に行われました。
・日 時：２０２１年７月１６日（金）
・場 所：郡山ユラックス熱海（郡山市）

写真２．研修会場の様子
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１）講 演１
「福島第一原子力発電所事故とその後

（住民目線からの話）」
講 師：三浦 広志 氏
特定非営利活動法人野馬土の代表理事をさ

れている三浦広志氏は、東日本大震災以前に
は専業農家を営まれておりましたが、福島第
一原子力発電所の事故の際には、県外避難を
余儀なくされ、当時は想像を越える過酷な
日々を送られていました。
しかし、持ち前の行動力で、農業を中心と

した再生が復興につながるとして、避難先で
地震や津波被害からの農業再生に取り組まれ
ました。その後、国と東京電力との直接交渉
で道を切り開き、責任を明確にする未来につ
ながる裁判での活動等、粘り強い地道な活動
により成果を積み重ねられています。
現在は農業の復興と安全な農作物を供給す

るため、様々な事業に取り組まれており、楽
しさ作りの交流として特定非営利活動法人野
馬土に活動の拠点を置き、農業と再生可能エ
ネルギーで地域と農業そのものの再生を目指
されています。
講演では「大切なのは、人間の元気を復活

させること‼」を力説され、福島県の東日本
大震災・原発事故からの復興は、これからで
ある事を改めて実感する貴重な講演となりま
した。

写真３．三浦氏講演の様子

２）講 演２
「２０２１年福島県沖の地震による福島県内
の被害と地震動の特徴－２０１１年東北地方
太平洋沖地震との比較－」
講 師：中村 晋 氏（日本大学工学部

上席研究員）
講演２は、中村晋氏をお迎えし、２０１１年東
北地方太平洋沖地震による地震・地震動のマ
クロな特徴や２０２１年福島県沖の地震との震源
特性の比較、地震動特性・被害の特徴等につ
いて、様々なデータを基に詳しくご説明いた
だきました。
特に、郡山市内の建物被害や東北新幹線電

化柱被害、常磐自動車道の切土斜面崩壊、エ
ビスサーキットにおける大規模な斜面崩壊等
の詳細な状況と相馬港の被害、２０２１年福島県
沖の地震と２０１１年東北地方太平洋沖地震の加
速度応答スペクトルの比較等、非常に興味深
い講演内容で、新たな知見を得る事ができま
した。

写真４．中村氏講演の様子

３．おわりに
当支部CPD研修会の開催に際しましては、

講師の皆様にはご多忙の中、貴重なお時間を
割いて講演をお引き受け頂き、コロナ禍の時
期に開催出来ました事に心より感謝申し上げ
ます。
支部の皆様におかれましては本研修会の開

催に引き続きご協力をお願いいたします。
（ガイア第７４号一部掲載）
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写真．受付

●全国大会参加報告

２０２１年技術士全国大会
（創立７０周年記念）に参加して

日栄地質測量設計株式会社 畠 良一（建設部門）

昨年１１月２６日（金）創立７０周年の記念大会
として全国大会が東京で開催されました。会
場は、皇居大手門のすぐ前のパレスホテル東
京という超一流が会場でした。（さすが統括
本部）東北本部からは、熊谷本部長と私を含
め６～７名の参加で、各地域本部も同様の参
加のようでした。

大会のテーマは、「２０３０年SDGs達成に向け
て技術士ができること」～技術士の知恵を生
かす～でした。大会は、２５～２７日の３日間に
わたって開催されていましたが、東北本部は
本大会の２６日午後の記念式典にのみ参加しま
した。

大会は、寺井会長の創立７０周年を祝うと題
した式辞から始まり、その中で大会テーマの
SDGs 達成に貢献するためには、その多様な
専門領域の技術力を統合的に発揮するため、
産学官が連携したプラットフォーム機能の充
実が重要です。そしてこの記念大会を成功さ
せることにより、Society５．０と呼ばれる社会
の実現に向けた技術士の貢献度をあらためて
決意するとともに、技術士の知名度向上と資
格活用の推進につなげてまいりましょうと呼
びかけました。
次に、皇室からのビデオメッセージで秋篠

宮様からのお言葉をいただきました。

学会からは、村上周三氏（東京大学名誉教
授、一般財団法人建築環境・省エネルギー機
構理事長）が、～地方創生に向けた自治体
SDGs の推進～と題して講演された。その中

写真．式典会場ソーシャルデスタンス確保の設営
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写真．皇居を背に銀杏の紅葉と東京駅を望む

で、地方創生に取り組むべき視点や地方創生
の推進に向けた具体的取組等について話をさ
れた。具体的取り組みの中では、官民連携プ
ラットフォームに触れ、自治体と企業の連携
が地方創生 SDGs の推進にとって極めて重要
である。その評価については、部分で満足せ
ず、全体の視野で広く取り組みを評価するこ
と。その目標設定方法としては、あるべき将
来像から設定するバックキャスティングによ
る目標設定が、長期的視点に立った取り組み
の進捗管理に有効とした。内閣府は、自治体
がフィールドを提供し企業が地域経済活性化
のノウハウを提供する構図を有した、地方創
生官民連携プラットフォームをスタートさ
せ、その発展に注力している。今後長期にわ
たって、自治体行政における多様な課題の解
決に有効な役割を果たすものと期待されると
締めくくられた。
産業界からは、角和夫氏（阪急阪神ホール
ディングス代表取締役会長グループCEO）
が、阪急と阪神が経営統合した２００６年当時を
振り返って話をされた。その当時「企業はだ
れのものか」という議論が盛んになされてい
た。しかし「企業はだれのためにあるのか」
ということのほうが重要と考え、三点掲げた
中でも重視したのは従業員満足度でした。近
年公益資本主義という考え方が急速に広まっ
てきており、従来の「株主第一主義」を見直
し、顧客や従業員、地域社会など、すべての
ステークホルダーに対する責任があるとする
声明を発表しました。こういった考え方が定
着し、「社会とともに成長していく会社」が
さらに増えていくことが、SDGs 達成のため
に重要なことと話された。講演は終始関西人
特有のユーモアに飛んだ軽妙な語り口で、確
固たる自信をのぞかせていました。
１８：００～の交流会は、挨拶の部の１部と、
すべて指定席で着座の交流会の２部に分けて
行われ、なかなか工夫の跡が見られた。席次
は地域本部関係なくシャッフルされ、テーブ
ルは初対面の方々ばかりでした。私の両隣と
名刺交換をして話をしたら、それぞれ福島県
支部にとっても関係のある方々でした。

左隣は、加藤直樹氏（近畿本部、機械部
門、京都在住）は、出前講座に積極的に取り
組んでいて、近畿本部にはどこへでも出てい
ける仲間が４０名ほどいるとのことでした。そ
の活動の中で東日本大震災からの復興の手助
けとして、２０１２年から福島、宮城、岩手の各
県に毎年来て、子供達へ出前講座を開催して
いる。昨年も会津若松・いわき等で開催した
とのこと。今後も継続する予定とのことで、
今度福島県支部にも連絡を頂くことにした。
右隣の池田信義氏は、電気電子部門で須賀

川市在住とのこと。日本工営株式会社福島事
務所で、再エネの中の蓄電の研究をしてい
て、FREAの中で実証実験もしていた。支部
会員の大河原氏とも旧知の間柄とのこと。早
速後日会社を訪問し「たくみ」の中の技術論
文執筆と支部への登録をお願いし、快く引き
受けて頂いた。
リモートは交通費がかからなく経済的です

が、たまにはこのように面談をしないと出会
いとコミュニケーションは生まれませんね。
帰りの電車内で寝過ごすのが心配で、最終の
１本前の電車に乗るため、後ろ髪をひかれな
がら交流会を中座し帰途に就いた。
今年の全国大会は、近畿本部の担当で奈良

県開催とのことでした。今年こそ通常開催が
できることを願うばかりです。最後に会場か
ら出た銀杏並木の夜景を添付します。
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写真．今西運営委員長の開会宣言

写真１０．２．２．韓国技術士会 会長 朱勝皓氏

●全国大会参加報告

第５０回日韓技術士国際会議（仙台）
に参加して

日栄地質測量設計株式会社 畠 良一（建設部門）

大会は、第５０回記念大会で、「もっと知ろ
う日本、もっと知ろう韓国」として、昨年１０
月３１日（日）仙台市駅前のホテルメトロポリ
タン仙台で開催されました。
大会の運営は、今西委員長を中心とした運
営委員会が約３年前から準備を重ねて実現し
ました。当初は韓国の委員だけでも来日する
ことで準備をしていましたが、直前になって
新型コロナの影響もありそれもかなわず、韓
国側からは駐仙台大韓民国総領事とそのス
タッフ・在日の大学教授等となりました。
従って、大会は、会場と日本の一般会員
（web）・韓国（web）の初のハイブリット開
催となりました。
当日スタッフは、８：３０までに受付を済ま
せると言うことで、郡山から始発の新幹線に
乗り込み８時前に会場入りしました。当日私
の作業は特になく、主な役割は副本部長とし
て会場の席を埋めることだけでした。
本大会は、前日の日韓女性技術士交流会と
日韓の技術士・学生座談会からスタートして
いました。いずれも大会直前まで、その開催
方法について議論が繰り返され、女性技術士
交流会は最終的にweb開催となりました。こ
れまで恒例で開催されていたサッカー親善試
合を含め多くの行事が中止になり、新型コロ
ナ下での開催の難しさがあり、その運営には
大変苦心されていました。また、日韓の技術
士・学生座談会は初の試みで、在日の韓国の
学生が参加し大変好評で有意義であったこと
で、今後に繋げたいとの報告がなされました。
大会は、今西運営委員長の軽妙な明るい声
で大会テーマの説明を含め、高らかに開会が

宣言されました。

大会では、同時通訳に加え祝辞・基調講
演・分科会（第１～第４）の韓国側の発表の
翻訳版も配布され、大変分かり安く聞くこと
ができました。一部韓国側で別会場からの参
加の時に音声が流れず少し混乱しましたが、
全体としてはスムーズな運営がなされたと思
います。その分直接運営に携わったスタッフ
の顔には疲労の色と、大会が進むにつれての
安堵感が伝わってきました。
私は、大会の中で斎藤明防災委員長が担当

した特別報告「東日本大震災から１０年の東北
の歩みと福島のこれから」で流すスライドの
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写真１１．３．２ 紹介ビデオ（英語）

写真１１．３．４ 紹介の様子（ソウル会場）（事務局長 滝上忠彦 記）

福島県の現状資料を和田豊氏と福島県のホー
ムページから引用して、放射能の空間線量や
食材の放射線量が事故前の基準に十分戻り、
安全であることを伝えたく資料を準備した。
今回はスライドを流しただけで、実態を韓国
側へ伝えられたとは残念ながら思えない。韓
国の原子力発電所は、重水炉型を採用してお
り、日本の軽水炉型よりトリチウム水濃度が
高い。韓国では、その排水先の港で水揚げさ
れるタイやヒラメなどを地元の名物として売
り出していると言う。原発事故に関しては、
韓国も他人ごとではないはずで、いつになっ
たらフェアな議論ができるのか。是非この技
術士の国際会議での交流がそのきっかけに
なってくれればと切望するばかりである。
今回の大会の開催方法については、全国大
会も含め、今後ともウィズコロナの中だけで

なく、遠隔地での開催におけるモデルケース
としても、この大会の意味は大きかったと考
える。特にこれまで地方で中々CPD研修に
参加できなかったことに対するいい先例に
なったと思います。
最後に次回（第５１回）の会場となる韓国の

麗水がweb で紹介された。

大会を通して、コロナ下での運営としては
新しいハイブリット開催を含め、今後のモデ
ルとして良い先鞭を付けたのではないだろう
か。ただ残念なことは、原発事故から完全に
放射能汚染の影響は改善され、事故前に戻っ
ていることの認識を、韓国の技術士へ伝えら
れなかったことでした。技術のトップ集団で
ある我々技術士交流の場こそ、そのきっかけ
を作っていかなければならないはずなのに、
これだけが反省点として強く残っている。
最後に、熊谷大会会長（東北本部長）が大

会宣言の中で「高い倫理観を基に、技術とと
もに前進することを求められています。パー
トナーとして平和と幸福のために行動するこ
と」と力強く宣誓し締めくくられた。

（文中の写真は、大会報告書より引用）

写真８．１．１ 会場全景写真

写真８．１．５ 同時通訳ブース

写真８．２．１ 同時通訳ブースと会場撮影カメラ 写真８．２．２ 配信関連機材とオペレーター
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写真－１ 講師自己紹介

写真－２ 業務内容の説明

●技術委員会活動報告

「職業人に学ぶ会」
福島市立第一中学校二学年

東建土質測量設計株式会社 安藤 和哉 （上下水道部門）

１．はじめに
技術委員会（旧特別委員会）では、今年度
２件の出前講座を実施した。１件目は福島市
立第一中学校「職業人に学ぶ会」、２件目は
須賀川第三小学校「下の川環境学習活動」で
ある。
「下の川環境学習活動」については、別途
報告があるので、本稿では福島市立第一中校
の「職業人に学ぶ会」について報告する。
同校では、毎年２年生を対象に「職業人に
学ぶ会」を実施しており、今回は２年生１９０
名を６班（講義依頼６団体）に分けて行われ
たが、「同会」の特徴的な事項は、生徒が自
分の意志で、各自受け（聞き）たい講座を自
由に選択できることである。
東北ワクワクスクール事務局経由で依頼の

あった、我支部講座には下記のとおり３３名の
出席があった。講義開始直前に突然の激しい
雷雨が降り出し、校庭で予定されていた
UAV（ドローン）の模擬飛行は体育館と
なってしまったが、土石流・急傾斜地崩落の
説明にはもってこいの空模様であった。
なお、上記の６団体は福島民報・東邦銀
行・警察・消防・自衛隊・我支部である。

２．概要・プログラム
（１）概要
・日 時 ２０２１年６月２２日（火）

１３：４５～１５：３０（１０５分）
・場 所 福島市立第一中学校教室・体育館
・主 催 福島市立第一中学校
・対 象 ２年生３３名（男子２９名 女子４名）
・スタッフ１０名（内支部会員３名）

講 師 小沼委員長（現副支部長）

補 助 佐々木委員 安藤委員
UAV（ドローン）飛行担当
山北調査設計株式会社 ４名

（２）プログラム
・１３：４５～１４：１５ 仕事の内容（小沼講師の

業務）の説明
・１４：１５～１４：３５ 模型を使って土石流・急

傾斜地崩落の説明
・１４：３５～１５：０５ UAV（ドローン）模擬

飛行
・１５：０５～１５：３０ クイズ・技術士体験談・

トンネル内部動画上映
３．講義内容
講義（座学）は、わかりやすい様に動画や

写真・図等を多用して行われ、生徒から質問
も出る熱のこもったものであり、有意義な時
間であったと思われた。以下プログラムに
沿って報告する。
（１）仕事の内容（小沼講師の業務）の説明
講師自己紹介とスタッフ挨拶後、地質調査

や報告書・技術提案等の説明、併せて事前の
質問事項に対する解答（写真－１・２）
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写真－３ 急傾斜地の模型で説明

写真－４ 土石流の説明

写真－５ ドローンの模擬飛行

写真－６ 講師へのお礼

（２）立体模型による土石流や急傾斜地崩落
について説明

説明時は激しい雷雨であったため、このよ
うな急な大雨や梅雨期後半の長雨等により発
生するが、砂防ダム等を整備することで、被
害が低減できることを実験して見せた。（写
真－３・４）

（３）UAV（ドローン）模擬飛行
降雨のため校庭が使用できず、体育館での
実施となったが、生徒はもちろんのこと教員
も興味深々に見学していた。

特に生徒達の姿が、リアルタイム動画でモ
ニターに映し出されると、彼らから歓声が上
がった。（写真－５）
（４）クイズ・技術士体験談・貫通前のトン

ネル内部の動画上映
SDGsや地盤工学等に関する簡単な問題の、

クイズ形式で座学を再開し、生徒達は活発に
解答していた。
技術士に関する説明と体験談については、

時には冗談を交え、生徒の関心を引き付けな
がら進められた。最後に貫通前のトンネル内
部を撮影した動画を上映・説明して講義を終
了した。（写真－６）

４．おわりに
今回の出前講座の講演に際しては、講師の

入念な資料の準備やUAVの飛行申請等関連
機関の協力があったからこそ、生徒達を引き
付け彼らも集中して理解を深めたものと思わ
れた。最後に生徒達の感想文（抜粋）を記す
る。
・土石流の怖さを理解することができた。
・ドローンは撮影だけでなく、測量にも利用
されることがわかった。

・地盤は私たちの命を支えていることがわか
り、土の見方が変わった。

・トンネル工事現場の動画では、建設業の壮
大さを感じた。

・建設業は、自分達の安全を守るために、道
路などを整備していることがわかった。
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水路 下の川

写真１．下の川での体験学習

写真２．水質分析体験（パックテストと透過度測定）

●技術委員会活動報告

「下の川環境学習」活動支援2021
~ with 須賀川に清流を取り戻す市民の会、須賀川第三小学校~

テクノメタル株式会社 佐々木 幸治（金属部門）

１．はじめに
「下の川環境学習」は、須賀川の通称であ
る「下の川」での須賀川市立第三小学校５年
生を対象とした体験型環境学習活動である。
須賀川に清流を取り戻す市民の会との協働で
あるこの活動に、当技術委員会では３年前か
ら毎年参加している。今回は、２０２１年の活動
概要について報告する。
昨年同様、今年もコロナ感染の波を警戒し
ながらマスク着用などの感染予防対策を取っ
ての活動となった。このような中でも子供た
ちは、コロナ禍の制限生活の反動もあって
か、自然と触れ合える喜びで生き生きと活動
を楽しんでいるようであった。

２．体験学習

■日 時 １回目６月１～３日、２回目９月１５～１７日
■場 所 準用河川「下の川」（福島県須賀川市千日堂地内）

＊下の川と水路の合流地点
■参加者 須賀川市立第三小学校５年生３クラス

（１クラス２８～２９名＋担任教師）
清流を取り戻す会４名、支部会員４～５名、
市役所職員２名、東建土質測量設計１名

■内 容 水質簡易分析、水質浄化、水中生物調査

（１）水質の簡易分析体験
体験学習では、まず初めに簡易水質測定

キット（パックテスト）による水質調査に生
徒全員が取り組んだ。測定場所は下の川と下
の川に合流する商業施設からの水路の２箇所
である。測定する項目はPH、アンモニウム、
COD、りん酸、溶存酸素の５種類である。
続く透過度測定では、採取した水を専用の

測定器に入れ、測定器の上から覗き込んで河
川と水路の透過度の違いを確認した。
測定の後、安藤技術委員長（上下水道部

門）から測定値の考察や測定結果の講評を聞
き、水質調査の意義や環境影響について詳し
く学んだ。講評後の質問コーナーでは、生徒
たちから様々な質問が飛び交っていた。

（２）水質浄化体験（木炭設置と堰の構築）
水質浄化体験では２種類の水質浄化策に取

り組んだ。水路には炭を投入し、多孔質体へ
の汚染物質の吸着を狙った。河川側には自然
石を積み上げて堰を構築し、水流を変化させ
て酸素を多く含む水質とし、水中や川底の微
生物を活性化して自浄作用の向上を狙った。合
せて、ゴミ収集も行い河川の環境保全に努めた。
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写真３．水路側への炭設置作業

写真４．水中生物の捕獲

写真５．１日当りの捕獲量

写真６．歌やダンスを取り入れた発表

写真７．水質の比較データを用いた発表

写真８．生徒たちから支援者へのお礼の言葉

（３）生物学的水質調査体験（水中生物捕獲）
胴長や手袋を着用して河川に入り、さで網
や玉網を使って水中生物の捕獲を行った。生
徒たちは普段経験することが少なくなった河
川での捕獲体験を通して、河川のどんな場所
にどんな生物がいるかを調べた。小エビやザ
リガニ，メダカなどの小魚やヤゴなどの生息
を今年も確認でき、継続的な水質改善活動の
有効性を確かめられた。

３．環境フォーラム（学習成果発表会）

■日 時 ２０２１年１２月１４日
■場 所 須賀川市立第三小学校
■発 表 者 ５年生 ３クラス×６チーム
■発表時間 １チーム１０分

各クラス６チームで活動成果を発表する環
境フォーラムは、聴講者を同校４年生として
来年の活動引継ぎを兼ねる。市民の会、市役
所職員の他、当支部６名も参加した。発表は
タブレットやパワーポイント、紙芝居などを
用いて行い、今年は歌やダンスを取り入れた
チームもいた。小沼副支部長が発表の様子を
撮影・編集した動画は、後日小学校に贈呈した。

４．おわりに
下の川環境学習活動は、仲間と共に自然とふ

れあう喜びや、日常生活と水環境のつながりを
気付かせる“今では”貴重な体験の場を子供た
ちに与えている。成果発表会では多彩な発表や
中身の濃い発表に感心させられ、生徒はもちろ
んのこと指導する先生方の熱意も感じられた。
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●技術士第二次試験合格体験記

令和２年度建設部門

福島県会津若松建設事務所 齋 藤 将 人 （建設部門）

１．はじめに
令和２年度技術士二次試験建設部門に合格
しました。私の合格までの道のりは以下のも
のです。
・令和２年３月 受験決意
・令和２年４月 勉強開始
・令和２年９月 筆記試験受験
※新型コロナでの影響で７月→９月へ延期
・令和３年１月 筆記試験合格
・令和３年３月 口頭試験受験
・令和３年４月 合格

２．受験動機
受験のきかっけは、技術士である職場の上
司から受験を促されたことです。
技術士の資格を取得したい気持ちはありま
したが、試験における合格率の低さから受験
を尻込みしておりました。しかし、上司の
「技術士の試験は、勉強すれば合格できる試
験」との言葉を受け、受験を決意しました。
私は JABEEプログラム認定の大学を卒業
しており、実経験年数を満足していたことか
ら二次試験からの受験となりました。

３．受験申し込み
受験申込書は日経コンストラクションの記
事を参考に作成し、組織内の先輩技術士に複
数回添削していただいてから提出しました。
口頭試験では受験申込書に記載した内容に
質問があったため、添削していただいてよ
かったと改めて感じています。

４．試験対策
（１）筆記試験対策
二次試験対策の学習方法が分からなかった

ため、学習方法を調べることから勉強を始め
ました。参考にした図書は、「国土交通白書
の読み方」です。この参考書は、組織内の先
輩技術士に教えてもらいました。
学習を進める中で、意識したのは「アウト

プット」の訓練です。私の書く文字は、お世
辞にも綺麗とは言い難く、その割には書くス
ピードも遅いことからアウトプットの訓練に
最も時間を割きました。
訓練では答案作成後、必ず答案について分

析を行いました。分析では、理解不足の内容、
解答の時間配分、文章のバランスについて行
いました。分析で留意した点は、悪い点だけ
でなく、良い点も行ったことです。良い点の
分析のおかげでモチベーションの維持や試験
本番で自信を持って臨むことができました。

（２）口頭試験対策
筆記試験の当日中に答案の再現を行いまし

た。試験後、すぐに取り組んだため、精度よ
く答案を再現することができました。
口頭試験本番で、筆記試験の答案に対し質

問が出たことや口頭模擬試験の受験条件が筆
記試験の再現論文の提出であったことから、
精度の高い再現答案を作成しておいて良かっ
たと感じています。
建設部門をはじめ総合技術監理部門を除く

全ての部門で、受験制度が令和元年度から変
更となりました。
変更された制度のもと、口頭試験で確認さ

れる技術士資質（コンピテンシー）は、①コ
ミュニケーション、リーダーシップ、②評
価、マネジメント、③技術者倫理、④継続研
さんです。
試験では、これらの項目を限られた時間の
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中で試験官に示さなければなりません。口頭
試験の訓練は、ひとりで行うことが難しいこ
とから模擬試験を受けることにしました。
模擬試験においてもDXの流れは進んでお
り、自宅にて模擬試験が可能となりました。
模擬試験状況の録音データを聞き直し、解答
を練り直すことで口頭試験対策を行いました。
また、他の受講者の模擬試験状況も参考と
しました。
口頭試験本番では、模擬試験での質問と同
じ質問があり、落ち着いて受け答えができま
した。

（３）勉強時間の確保
出勤前の６０分から９０分の自宅での勉強に加

え、職場に着いてからの就業までの時間や昼
休みの仮眠をとるまでの時間を勉強時間に充
てました。当初、帰宅後の勉強を考えました
が、子供が小さく子供の生活リズムへの影響
を考え、早朝に勉強することにしました。

（４）モチベーションの維持
①合格をあまり意識しなかった
勉強の先に合格があるため合格よりも試験
当日まで勉強を続けることを意識しました。
勉強では、自分が納得するまで調べ、知識
を得る楽しみを大切にしました。

②文具に関心を持った
勉強に必要な道具は、ペンやノート、ファ
イルなどの文具です。シャープペンをひとつ
とっても芯の太さやメーカーによって特徴が
異なり、自分に合う道具を探すことはよい息
抜きとなりました。また、選んだ文具を使う
ことは、勉強のモチベーション維持に繋がり
ました。

③晩酌は、ほぼ毎日
私は日本酒が大好きで、晩酌が１日の楽し
みです。私の住む会津地方は、酒処であり季
節ごとに様々な日本酒を楽しむことができま
す。勉強をした日は晩酌ＯＫとするインセン
ティブを付与することで勉強を続けました。

５．コロナ禍の中で
新型コロナウイルスの影響により私たちの

生活は大きく変わりました。勉強期間中は、
趣味のランニングや飲食を通じた同僚との談
笑もできない状況でした。
一方、自宅で過ごす時間が長くなったこと

で時間の使い方を見直すきっかけを与えられ
ました。その中で、私は、資格取得の勉強に
時間を充てる過ごし方を見つけることができ
ました。「この状況（コロナ禍）でないと自
分は勉強しない人間、勉強できるのは今しか
ない。」と考え勉強を続けました。
振り返るとコロナ禍でなければ、勉強が続

いていなかったかもしれません。
また、建設業は興味があり進んだ分野です

が、日々の業務に追われ、忘れがちであった
建設業のおもしろさや可能性について勉強を
通じて改めて感じることができました。

６．最後に
受験にあたり職場の上司や同僚にご理解を

いただきました。特に、年度末の時期に緊急
事態宣言下の東京都で口頭試験を受験するこ
とに快く了解をいただきました。
また、受験では多くの先輩技術士にご指

導、ご助言をいただきました。模擬面接でご
指導いただいた先輩技術士に合格を報告した
ところ、「これからはご自身の研さんのみで
なく、後輩の育成にも取り組まなければなり
ません。」とご指導をいただきました。今後
は、後輩の育成を通じ、これまで先輩技術士
から受けた御恩を返していきたいと考えてい
ます。
受験にあたり家族からの支えがあり、家族

のありがたさを改めて感じました。
現在もコロナ禍ではありますが、試験勉強

を通じ、人の繋がりとその大切さを改めて感
じることができました。
最後に受験にあたり、お世話になった皆様

に感謝の気持ちを記し結びとさせていただき
ます。
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●技術士第二次試験合格体験記

令和２年度電気電子部門

福島市 都市政策部 下水道室 佐久間 征彦（電気電子部門）

１．はじめに
私は福島市役所に電気職として採用され、
電気設備の設計・積算業務や、電気主任技術
者として勤務しております。平成２９年度から
技術士二次試験に挑み、令和２年度に４回目
の受験で合格することができました。
以下に、技術士試験合格体験記を残したい
と思います。

２．受験動機
電気主任技術者試験を、３種→２種→１種
と順調に合格し、電気の専門月刊誌もいつの
まにか定期購読して自己研鑽しておりまし
た。その電気の専門誌で執筆されている方の
肩書に、第１種電気主任技術者・技術士（電
気電子部門）という記載が多々見られ、技術
士がどのような資格なのか知りませんでした
が、とても興味がわいたのが最初のきっかけ
でした。

３．技術士試験について
（１）一次試験
平成２８年度に受験しました。過去問を繰り
返し解くことで、知識を得ました。無事に１
回で合格できました。
（２）二次試験
①平成２９年度
一次試験に１回で合格し、そのままの勢い

で二次試験に挑みました。技術士（電気電子
部門）二次試験の参考書を購入し、繰り返し
勉強しました。勉強は好きな方なので、新し
い知識を得ることができ、楽しく勉強できま

した。実際に試験後の感想として、その当時
は、まあまあ出来た、と考えてしまっていま
した。しかし、試験結果は合格には程遠い結
果となりました。ただ、択一問題は自分なり
に自信があり、高得点を取ることができまし
た。この時期は、何が悪くて筆記試験の評価
が低いのか、理解していなかったと思います。
②平成３０年度
昨年度と同じ参考書を何度も勉強する方法

で、１年間集中して勉強しました。昨年度は
勉強量が足りないと考え、勉強量を増やしま
した。
そして、筆記試験後、まあまあ出来たので

はないかと、理由のない自信のようなものは
ありました。しかし、前年度同様に、択一問
題は高得点でありましたが、記述式問題がや
はり評価が低い結果でした。いくら勉強して
も合格できないのではないかと、落ち込みま
した。
③令和元年度
試験方法が変わりました。私が得意として

いた択一問題が無くなり、変わって、私が苦
手にしている、記述式でしかも３枚問題に
なってしまいました。合計で９枚の論文形式
です。また、記述式試験の評価が低い理由が
理解できていません。
資格試験などは独学で行うのが、これまで

の私の勉強法でしたが、二次試験の難しさ
に、どうしたら良いか途方に暮れていました。
そこで、SUKIYAKI 塾で無料の論文添削

に申し込んでみました。そこで、３回まで無
料で添削していただき、また、担当してくれ
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た方が、同じ公務員でしかも電気職であり、
近い目線でご指導いただいたことで、とても
参考になりました。その後、SUKIYAKI 塾
のセミナーが仙台で開催していることを知
り、何度か足を運ぶことになりました。
今まで、独学で合格を目指しておりました
が、SUKIYAKI 塾の講師の皆さんからご指
導いただきました。また、同じ市役所の先輩
技術士である吉田さんに技術士受験について
一から丁寧にご指導いただき、まさに、目か
らうろこと言いますか、どうして論文の評価
が低いのか、あるいは、どうしたら合格でき
るのか、体系的に理解できるようになってき
ました。
しかし、そのことに気づいた時には二次試

験の日程が迫っております。猛勉強をしまし
たが、またしても不合格でした。ただ、�問
題で初めてのＡ評価をいただき、論文の書き
方についての基本的な気づきは間違いではな
かったと確認し、手ごたえのようなものを感
じました。
④令和２年度
論文のコツのようなものは掴んだつもりで

す。勉強法も理解できたと思っています。あ
とは勉強あるのみで、今度は文房具にもこだ
わってみました。表題や強調したいところを
濃い目の芯で書いたり、太い線で書いたり工
夫するようにしました。また、論理とは何か
についても、一から学習しました。順調に学
習を進め、準備も万端です。
ここでアクシデントが発生しました。新型

コロナウイルス感染症対策により、二次試験
日が７月から９月へ延期になってしまいまし
た。７月に照準を合わせていただけに、９月
までモチベーションを維持するのが大変でし
た。そして試験当日、論文中に図表を加える
など、学習した成果を発揮し、はっきりとし
た手ごたえを感じることができました。個人
的にやりきった感じがあったので、考えてい
たのは、もしこれでも不合格であった場合、
モチベーションを維持できるかどうか不安で

した。
そして運命の合格発表。緊張しながらホー

ムページを確認しましたら、番号がありまし
た。４回目の受験でやっとの合格ですので、
喜びもひとしおです。

（３）口頭試験
①試験対策
筆記試験合格の余韻に浸っていましたが、

口頭試験に合格しないと、また振り出しに
戻ってしまいます。SUKIYAKI 塾のセミナ
ーと模擬面接を受けました。また、先輩技術
士である吉田さんに、何度も模擬面接を行っ
ていただきました。吉田さんにはお忙しい
中、貴重なお時間をいただき、本当にありが
とうございました。
②口頭試験
本来ならば、前泊して試験に挑もうと考え

ていましたが、コロナ感染対策のため、当日
の朝早く、新幹線で会場に行きました。会場
に早く到着したため、３時間以上は待機して
いました。
そして、いよいよ本番の時間が来ました。

挨拶をして、着席。最初は緊張しましたが、
５分ほどで緊張も解け、練習通りに話せたと
思います。試問内容は練習してきたものが殆
どで、練習の成果が発揮されたと思いました。

４．おわりに
合格発表日、自分の受験番号を見つけたと

きにはほっとしました。仮に、これで不合格
だった場合は、立ち直れなかったかもしれま
せん。合格まで紆余曲折ありましたが、２次
試験に合格することができ、また、紆余曲折
あった分、たくさん勉強したという自負はあ
ります。今後は、試験勉強で得た知識、ある
いは自己研鑽による知識を活用し、技術力を
発揮して、公益を確保するために、微力なが
ら世の中のために貢献していければと考えて
います。
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福 島 県 支 部 資 料
役員名簿

令和３年度 協賛企業名簿

企業・団体広告



訂正及び変更箇所等ございましたら、事務局までＦＡＸ等でご連絡ください。



役 員 名 簿

支 部 長 畠 良 一（建設部門）

副 支 部 長 宮 崎 典 男（建設部門）

副 支 部 長 小 沼 千香四（建設部門・応用理学部門・総合技術監理部門）

幹 事 赤 井 仁 志（衛生工学部門・総合技術監理部門）

幹 事 安 藤 和 哉（上下水道部門）

幹 事 小 野 義 徳（建設部門）

幹 事 國 分 康 夫（建設部門）

幹 事 小 室 浩（建設部門）

幹 事 紺 野 禎 紀（上下水道部門）

幹 事 斎 藤 正 哉（建設部門）

幹 事 作 田 孝 行（建設部門・総合技術監理部門）

幹 事 鈴 木 康 成（農業部門）

幹 事 舘 正 三（建設部門・総合技術監理部門）

幹 事 人 見 雅 之（森林部門）

幹 事 柳 原 祐 治（建設部門）

幹 事 吉 野 敏 治（上下水道部門）

会 計 幹 事 重 野 龍 勇（建設部門・総合技術監理部門）

会 計 幹 事 中 田 嘉 久（建設部門）
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委 員 会 名 簿

◆総務委員会
委 員 長 鈴 木 康 成（事務局長）
副委員長 作 田 孝 行
委 員 黒 森 伸 夫
委 員 増 子 裕 一

◆広報委員会
委 員 長 宮 崎 典 男
副委員長 佐 藤 典 仁
委 員 國 分 康 夫
委 員 佐 藤 幸 一

◆技術委員会
委 員 長 安 藤 和 哉
副委員長 佐々木 幸 治
委 員 和 田 豊
委 員 岡 部 敬 文
委 員 小 沼 千香四

◆ＣＰＤ研修委員会
委 員 長 小 室 浩
副委員長 斎 藤 正 哉
委 員 小 野 義 徳

◆政策事業委員会 小 沼 千香四（副支部長兼務）

◆支部特別顧問 平 井 良 一（建設部門）

◆支部顧問 渡 邉 一 也（建設部門）

◆支部顧問 長 尾 晃（建設部門・総合技術監理部門）

◆支部顧問 渡 辺 敬 藏（上下水道部門・農業部門・総合技術監理部門）
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部 門 別 人 数
（令和４年１月２８日現在）

（ ）内は、複数部門登録者を示す。

登録部門 人 数

機 械 ３（１）

電気電子 ４

化 学 １

金 属 ３（１）

建 設 １１１（３５）

上下水道 １８（５）

衛生工学 ２（２）

農 業 １５（３）

森 林 １３（３）

水 産 ２

経営工学 ２

情報工学 １

応用理学 ７（３）

環 境 ５（４）

総合技術監理 ３８（３８）

計 ２２５
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協 賛 企 業 名 簿

（五十音順）

企業・団体名 代表者名 住 所 電話番号
ＦＡＸ番号

㈱アーバン設計 代表取締役
髙橋 晃一

〒９６３‐０２０１
郡山市大槻町字御前東４６‐２６

０２４‐９６１‐７５００
０２４‐９６１‐２４１１

㈱東コンサルタント 代表取締役社長
吉田善次郎

〒９７０‐８０２６
いわき市平字正内町１０１

０２４６‐２３‐８４２４
０２４６‐２３‐２８８９

㈱阿部測量設計事務所 代表取締役
菊池 幸治

〒９６０‐８０７３
福島市南中央一丁目７７番地

０２４‐５３４‐４０２４
０２４‐５３４‐４０２３

大竹測量設計㈱ 代表取締役
鈴木 盛浩

〒９６７‐００１３
南会津郡南会津町関本字下休場７３３番地

０２４１‐６６‐２２２７
０２４１‐６６‐２５７１

北芝電機㈱ 取締役社長
清野 弘

〒９６０‐１２９２
福島市松川町字天王原９

０２４‐５３７‐２１２１
０２４‐５３７‐２１２３

㈱北日本ボーリング 代表取締役
北原 賢

〒９６３‐８８３５
郡山市小原田４丁目４番６号

０２４‐９４４‐１１３０
０２４‐９４４‐７１１７

㈱協和地質 代表取締役
佐藤 宗弘

〒９６０‐０１１２
福島市南矢野目字中屋敷５１‐１

０２４‐５５５‐２６００
０２４‐５５５‐２６６６

㈲県北測量設計事務所 代表取締役社長
佐原 光洋

〒９６０‐０６８４
伊達市保原町上保原字向台１‐５４

０２４‐５７５‐２８６２
０２４‐５７５‐２９６７

㈱コウキコンサルタント 代表取締役
小林 新一

〒９６６‐０９０２
喜多方市松山町村松字小荒井道西４０５‐１０

０２４１‐２４‐２７０１
０２４１‐２４‐２７００

㈱郡山測量設計社 代表取締役
野中 春夫

〒９６３‐８０４１
郡山市富田町字十文字５４‐３

０２４‐９５２‐５２００
０２４‐９５２‐５２０３

㈱櫻エンジニアリング 代表取締役
大島 高昭

〒９６３‐８０３４
郡山市島一丁目２２番３０号

０２４‐９５３‐６８３０
０２４‐９５３‐６８３１

佐藤工業㈱ 代表取締役社長
八巻 恵一

〒９６０‐８６１０
福島市泉字清水内１

０２４‐５５７‐１１６６
０２４‐５５７‐３１２０

新協地水㈱ 代表取締役
佐藤 正基

〒９６３‐１３１１
郡山市上伊豆島一丁目２７番

０２４‐９７３‐６８００
０２４‐９７３‐６８１７

㈱新和調査設計 代表取締役
湯澤洋一郎

〒９６３‐８０１６
郡山市豊田町４番１２号

０２４‐９３４‐５３１１
０２４‐９３４‐５３１６

㈱西部コンサルタント 代表取締役
鵜川 久吉

〒９６７‐０６１１
南会津郡南会津町山口字六十苅４５１番地

０２４１‐７２‐２０１３
０２４１‐７２‐２９４０

総合技術コンサルタンツ㈱ 代表取締役
安部美富利

〒９６３‐０２０５
郡山市堤二丁目２０９番地

０２４‐９６１‐２５２５
０２４‐９６１‐２６２６

太陽測量設計㈱ 代表取締役
池邉 久光

〒９６１‐００４７
白河市八竜神１１７番地４

０２４８‐２３‐３８０２
０２４８‐２３‐３８３３

㈱地質基礎 代表取締役
平山 清重

〒９７２‐８３１１
いわき市常磐水野谷町亀ノ尾１７１番地

０２４６‐８８‐８８１０
０２４６‐８８‐８８６０

㈱ティ・アール建築アトリエ 代表取締役
五十嵐 徹

〒９６３‐８８３５
郡山市小原田３‐５‐９

０２４‐９４３‐１３６５
０２４‐９４４‐２８５０

東建土質測量設計㈱ 代表取締役
村上 常雄

〒９６２‐００３２
須賀川市大袋町１９０

０２４８‐７６‐３９５７
０２４８‐７６‐２９６０
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企業・団体名 代表者名 住 所 電話番号
ＦＡＸ番号

東邦測地㈲ 代表取締役
鈴木 直子

〒９６０‐８１６３
福島市方木田字吉ノ内４８番地の１

０２４‐５４６‐３３６６
０２４‐５４６‐４６８２

日栄地質測量設計㈱ 代表取締役
高橋 肇

〒９７０‐８０２６
いわき市平字作町一丁目３番地の２

０２４６‐２１‐３１１１
０２４６‐２１‐３６９３

パイオニア設計㈱ 代表取締役
鈴木 恵

〒９７３‐８４０２
いわき市内郷御厩町下宿１

０２４６‐２６‐３７５０
０２４６‐２７‐５５２１

八光建設㈱ 代表取締役
宗像 剛

〒９６３‐８０２６
郡山市並木１丁目１‐１１

０２４‐９２２‐８５５３
０２４‐９３９‐１０５２

㈱東日本建設コンサルタント 代表取締役
木町 元康

〒９７４‐８２６１
いわき市植田町林内２６‐５

０２４６‐６３‐６０６３
０２４６‐６３‐６７５２

㈱福建コンサルタント 代表取締役社長
天野 賀夫

〒９７５‐００３８
南相馬市原町区日の出町５２８番地

０２４４‐２４‐１３１１
０２４４‐２４‐４９８５

㈱藤建技術設計センター 代表取締役
近藤 松一

〒９６３‐６１３１
東白川郡棚倉町大字棚倉字中居野６５番地

０２４７‐３３‐２４６４
０２４７‐３３‐２４７３

㈱ふたば 代表取締役
遠藤 秀文

〒９７９‐１１１３
双葉郡富岡町曲田５５

０２４０‐２２‐０２６１
０２４０‐２２‐０３６８

フタバコンサルタント㈱ 代表取締役
阿部 好則

〒９７０‐１１５３
いわき市好間町上好間字岸１２‐３

０２４６‐３６‐６７８１
０２４６‐３６‐６６７０

㈱船橋コンサルタント 代表取締役
三浦 定

〒９７５‐００３３
南相馬市原町区高見町１丁目６５番地の１

０２４４‐２４‐２３５１
０２４４‐２４‐５８６２

㈱皆川測量 代表取締役社長
皆川 雅文

〒９６７‐０００４
南会津郡南会津町田島字大坪１９番地

０２４１‐６３‐１０００
０２４１‐６３‐１００１

陸奥テックコンサルタント㈱ 代表取締役
伊藤 清郷

〒９６３‐８０１１
郡山市若葉町１７‐１８

０２４‐９２２‐２２２９
０２４‐９３３‐４１３８

柳津測量設計㈱ 代表取締役
増井 良一

〒９６９‐７２０９
河沼郡柳津町大字細八字下平２２番地

０２４１‐４２‐３３８７
０２４１‐４２‐３４３０

山北調査設計㈱ 代表取締役
林 英幸

〒９６３‐０２０４
郡山市土瓜一丁目２０９番地

０２４‐９５１‐７２９３
０２４‐９５１‐７２７３

㈱ヨウタ 代表取締役
比佐 武

〒９７３‐８４１１
いわき市小島町３‐１２‐２

０２４６‐２６‐４１８３
０２４６‐２６‐４１８６

横山建設㈱ 代表取締役社長
横山 佳弘

〒９７９‐１５１３
双葉郡浪江町大字幾世橋字辻前１２番地２

０２４０‐３４‐５１０１
０２４０‐３４‐３０４７

㈲流域測量設計事務所 代表取締役
斎藤 正哉

〒９６３‐８８３３
郡山市香久池１丁目５‐２５香久池マンション２０１

０２４‐９３５‐５０９６
０２４‐９３５‐５０９６

渡辺エンジニアリング㈱ 代表取締役
重野 龍勇

〒９６０‐８０５５
福島市野田町七丁目４番６９号

０２４‐５３５‐２２２１
０２４‐５３５‐７７８８

㈱渡辺コンサルタンツ 代表取締役
渡辺 敬藏

〒９６０‐８１６４
福島市八木田字神明９４‐１

０２４‐５４５‐７６８４
０２４‐５４５‐７６８５

計 ３９ 団体
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三次元熱赤外線外壁診断支援ソフト「建視朗」
（福島県認定H2201-003）

・構造物非破壊試験・三次元熱赤外線外壁診断
・コンクリート及び鋼構造物劣化診断及び補修補強設計
・橋梁長寿命化計画・温度応力解析・磁粉探傷・超音波腐食損傷診断
・光ファイバー等共同溝設計・上下水道及び配湯管設計・木橋

URL:http://www.urban-dc.co.jp　URL:http://www.gaihekishindan.com
特許認定：コンクリート構造物の劣化診断法（特許 - 第 4155976 号）

雨上がり公園で虹を見た

本　　　　社　〒963-0201　福島県郡山市大槻町字御前東 46-26 TEL 024-961-7500
東 京 支 店　〒110-0042　東京都台東区寿2丁目9番16号 306 TEL 03-6231-6706
福島営業所　〒960-8055　福島県福島市野田町6丁目2-28 TEL 024-534-8440
喜多方営業所　〒966-0912　福島県喜多方市豊川町一井字干苅121 TEL 0241-22-3796
二本松営業所　〒964-0001　福島県二本松市中ノ目178-4 TEL 0243-24-6884
田村営業所　〒963-3602　福島県田村市滝根町神俣字町156-1 TEL 0247-61-6992

アーバン設計株式
会社
代表取締役　髙 橋 晃 一（認定・道路）

　　　　　　國 分 康 夫（技術士・都市及び地方計画）

　　　　　　小島章三郎（技術士・鋼構造
及びコンクリート）

　　　　　　高橋千代丸（技術士・総合技術監理部門
鋼構造及びコンクリート）

　　　　　　佐 野 東 隆（技術士・道路）

相　談　役　川 岸 強 一（技術士・鋼構造
及びコンクリート）

　　　　　　本 間 博 史（技術士・建設環境）

　　　　　　越 田 浩 人（認定・河川、砂防
及び海岸・海洋）

　　　　　　卯 木 貞 雄（技術士・上水道
及び工業用水道）

　　　　　　林 　 道 雄（技術士・土質及び基礎）
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●測　　　量　　　業　第（13）－２８７６号
●建設コンサルタント　建02 第６８５５号
●補償コンサルタント　補31 第３５４６号

代表取締役

取締役副社長

菊 池 幸 治
高 橋 善 清

（技術士・建設部門　道路）

〒960-8073　福島市南中央一丁目77番地  
TEL 024（534）4024　FAX 024（534）4023

E-mail：info@abesurvey.co.jp　URL：ｈｔｔｐｓ：//abesurvey.com/

840502
01

設 計 部 長　梅  本   昌  向 （技術士）

代表取締役　鈴  木   盛  浩
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地質・土質調査、軟弱地盤解析・動態観測、環境調査、地すべり防災
保全維持、土木設計、耐震調査解析、さく井工事、地すべり対策工事

本　　社　〒960-0112 福島市南矢野目字中屋敷 51-1　TEL 024-555-2600　FAX 024-555-2666
白河支店　〒961-0003 白河市泉田字大久保 89-22　　 TEL 0248-23-6482　FAX 0248-23-3611
会津営業所　〒965-0059 会津若松市インター西 88  　　 TEL 0242-36-7233　FAX 0242-36-7203
喜多方営業所　〒966-0924 喜多方市慶徳町山科字山崎 3238　 TEL 0241-23-6680　FAX 0241-23-6667

代 表 取 締 役

取締役技術部長

顧　　　　　問

技 術 部 課 長

技術士（建設部門）土質及び基礎、道路

技術士（建設部門）土質及び基礎
（応用理学部門）地質　応用地形判読士

技術士（建設部門）土質及び基礎
（応用理学部門）地質

佐　藤　宗　弘
蓮　沼　清　史
中　田　嘉　久
小　澤　義　史

ISO 9001　認証登録 
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必要とされ続ける企業を目指して

コウキコンサルタ ント
建設コンサルタント  補償コンサルタント
株式
会社

〒966-0902 喜多方市松山町村松字小荒井道西 405-10
H P :
MAIL:

T E L :
F A X :

0241-24-2701
info@koki-ss.co.jp0241-24-2700
https://koki-ss.com/

代  表  取  締 役　小林　新一

取締役技術部長　白井　康博   技術士 (          　  )建　 設　 部　 門
総合技術監理部門

代表取締役
専務取締役
技術本部長

設計部副部長

設計部課長

野 中 春 夫
小 松 　 款
佐 藤 敏 通
橋 本 清 一
菅 野 政 光
大 越 成 実
神 永 秀 明

常務取締役
技術副本部長
執 行 役 員
営業本部長

（技術士・建設部門・総合技術監理部門）

（技術士・建設部門）

（技術士・建設部門・総合技術監理部門）

（技術士・上下水道部門）

（技術士・建設部門）

（技術士・建設部門）

設　計　部
副部長兼課長
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八 巻 恵 一
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01
29
10

代 表 取 締 役　　渡 辺 和 明
取 締 役 副 社 長　　廣 比 雄 一（技術士・農業部門）
取締役設計本部長　　渡 部 俊 行（技術士・建設部門）
取締役設計部長　　鈴 木 康 成（技術士・農業部門）
調 査 役　　遠 藤 孝 夫（技術士・建設部門）
技 師 長　　柴 田 忠 也（技術士・建設部門）
技 術 参 与 福 島 　 稔（技術士・上下水道部門）
技 術 主 幹　　矢 吹 優 子（技術士・農業部門）
技 術 員　　瀧 本 こず恵（技術士・建設部門）

〒961-0957　福島県白河市道場小路57-8-102
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■相双営業所
〒979-1531　双葉郡浪江町大字川添字西町30-104
TEL 0240-23-5898　FAX 0240-23-5899

■喜多方営業所
〒966-0817　喜多方市字三丁目4855
TEL 0241-23-5461　FAX 0241-23-5620

■県南営業所
〒969-0238　西白河郡矢吹町大池438-2
TEL 0248-42-2677　FAX 0248-42-2778

■田村営業所
〒963-4312　田村市大越町牧野字笹ノ町122-2
TEL 0247-85-2330　FAX 0247-85-2331

■会津営業所
〒967-0511　南会津郡南会津町内川字居平166-13
 TEL 0241-76-3007　FAX 0241-76-3017

■福島支店
〒960-1101　福島市大森字久保内47-16
TEL 024-546-3005　FAX 024-546-3015

〒963-8016　福島県郡山市豊田町4番12号
TEL 024-934-5311　FAX 024-934-5316 
URL：http://www.shinwa-cs.com/　E-mail：shinwa@shinwa-cs.com

代 表 取 締 役　 湯 澤 洋一郎（技術士：総合技術監理部門、建設部門）
　取 締 役　　 長 谷 川 　 哲（技術士：上下水道部門）
　取 締 役　　 小 野 義 徳（技術士： 建設部門）

建設コンサルタント・地質調査・測量

新和調査設計㍿

社会資本整備に貢献する総合建設コンサルタント

常 務 取 締 役
兼 設 計 総 括 大 串  将

代 表 取 締 役 安部美富利
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白河で50年
これからの街のミライを測る
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○福島営業所 ☎（024）522－4115　　○白河営業所 ☎（0248）21－8345　　○会津若松営業所 ☎（0242）28－3222
○原町営業所 ☎（0244）24－2321　　○茨城営業所 ☎（029）304－6230　　○喜多方営業所　 ☎（0241）42－7330
○仙台営業所 ☎（022）397－9332　

代表取締役　高 橋 　 肇
技 師 長　畠 　 良 一 技術士（建設部門）
取　　締　　役
技術本部副本部長　石 田 洋 之 技術士（建設部門）
執  行  役  員
技 術 部 部 長　佐 藤 典 仁 技術士（総合技術監理部門・建設部門）

技術部顧問　吉 岡 民 夫 技術士（建設部門）

技術部顧問　福 田 春 夫 技術士（建設部門）

〒963－0101
福島県郡山市安積町日出山一丁目83番地
ＴＥＬ　０２４－９４４－００３０
ＦＡＸ　０２４－９４４－２６３２
E-mail　 nggc@seagreen.ocn.ne.jp

測　　　量　　　業　第⑾－８４１０号
補償コンサルタント　補29第４９７９号
地　質　調　査　業　質02第２８４７号

㍿ 日本技術ガイドセンター
代 表 取 締 役　　渡　辺　　　悟
取締役技術部長　　北　原　　　賢　技術士 建設、総合技術監理

土質及び基礎
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●測　　　量　　　業　第⑹－22489号
●建設コンサルタント　建29第9914号

建設コンサルタント　設計・測量・調査

パイオニア設計株式会社

ミニマムにしてマキシマム

代表取締役　鈴 木 　 恵
常務取締役　阿 部 宏 樹（技術士・建設部門）
技　師　長　加治家　清　史（技術士・建設部門）
設計部次長　齋 藤 栄 治（技術士・建設部門）

本　　　社　〒973-8402　いわき市内郷御 町下宿1
　　　　　　TEL(0246)26-3750　FAX(0246)27-5521
　　　　　　E-mail  ppd@pioneer-c.com　URL  http://www.pioneer-c.com
仙 台 支 店　〒981-3133　宮城県仙台市泉区泉中央3-10-3  泉セントラルビル402号室
　　　　　　TEL(022)371-7822　FAX(022)371-7833
福 島 支 店　〒960-8074　福島市西中央５丁目54-5
　　　　　　TEL(024)526-1623　FAX(024)526-1633
郡山営業所　〒963-0201　郡山市大槻町字上町61-8
　　　　　　TEL(024)954-8055　FAX(024)954-8056

代表取締役　木 町 元 康　技術士（上下水道部門）
統括技師長　長 尾 　 晃 技術士（総合技術監理部門・建設部門）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋼構造及びコンクリート
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本　　　社　〒975－0038  福島県南相馬市原町区日の出町528番地
 E-mail：fukken@fukken-co.co.jp TEL（0244）24－1311㈹
 URL：http://www.fukken-co.co.jp/~fukken FAX（0244）24－4985　

福島事業所／〒960-8055  福島市野田町2-7-8 TEL（024）572－6263　
郡山事業所／〒963-0117  郡山市安積荒井2-96 TEL（024）937－2731　
仙台事業所／〒980-0013  仙台市青葉区花京院1丁目4番25 TEL（022）397－7752　

鶴 原 敬 久（技術士）　　　引 地 　 進（技術士）
松 田 秀 樹（技術士）　　　田 代 洋 一（技術士）

建設コンサルタント(登録31-4126)、日本構造物診断技術協会会員、ISO9001：2015認証取得
補償コンサルタント(登録30-2412)、ソフトコアリング協会会員

代表取締役社長　天 野 賀 夫

代表取締役 近 藤 松 一
郡山営業所
副　所　長

技術士　森林部門　森林土木
　　　　建設部門　道　　路

人 見 雅 之
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■本 社 〒979-1113 福島県双葉郡富岡町曲田55
TEL: 0240-22-0261 FAX: 0240-22-0368
E-mail: info@futasoku.co.jp https://www.futasoku.co.jp/

■郡山支社 〒963-0107 福島県郡山市安積3丁目157番地2
TEL: 024-954-3832 FAX: 024-954-3835

地域をはかり　まちをつくり　未来へつなぐ

遠 藤 秀 文
和 田 　 豊
猪 狩 　 倫
泉 　 正 寿
柳 田 敏 雄
倉 田 隆 喜

技術士（建設部門）、APECエンジニア

技術士（総合技術監理部門、建設部門、上下水道部門）

技術士（総合技術監理部門、建設部門）

工学博士、技術士（建設部門、応用理学部門）

技術士（農業部門）

技術士（建設部門）

代 表 取 締 役
副 社 長
常務執行役員
執 行 役 員
技 術 顧 問
技 術 顧 問

郡 山 支 店　郡山市安積町荒井字大池４９ ℡ 024-946-7567
関 東 支 店　茨城県つくば市下広岡1040 ジョイプラザ202 ℡ 029-859-1135
相 双 支 店　双葉郡楢葉町大字北田字中満229-2 ℡ 0240-25-5260
二 本 松 営 業 所　二本松市隠里１７７ ℡ 0243-22-5287

代 表 取 締 役　阿　部　好　則
取締役技術統括部長　増　子　裕　一　技術士 建設
技 術 部 長　鈴　木　秀　夫　技術士 建設・総合技術監理
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郷土の安全・安心は地域貢献から…

測　　　量　　　業　第(12)－5901号
建設コンサルタント　建01第 6564 号
補償コンサルタント　補30第 2403 号

株式会社 皆 川 測 量

豊かな自然を大切に地域発展の創造力を育む

※登録建築物調査機関の登録番号：国土交通大臣８
㈱総研 業務提携店

代表取締役社長　　皆　川　雅　文
専 務 取 締 役　　八　巻　誠　一（技術士）

〒967－0004　福島県南会津郡南会津町田島字大坪 19番地
TEL 0241－63－1000　FAX 0241－63－1001
E-mail　mina.co@oregano.ocn.ne.jp
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長谷川長 谷 川 　 潔
小 室 　 　 浩

古 村 利 定

矢 沢 賢 一

橋 本 正 志

相 田 　 弘

髙 橋 和 博

遠 藤 　 剛

専 務 取 締 役

取締役技術本部長

技 　  師  　 長

技 　  師  　 長

技 　  師  　 長

技 　  師  　 長

技術部第二G部長

技術部第一G課長

（建設部門）

（建設部門）

（建設部門 ･総合技術監理部門）

（建設部門）

（建設部門）

（建設部門・総合技術監理部門）

（建設部門・環境部門・森林部門）

（建設部門）

〒９６３-8011 福島県郡山市若葉町17-18　TEL024（922）2229　FAX024（933）4138

仙台支店　相双支店　会津営業所　白河営業所　いわき営業所　福島営業所　　HP：http://www.mutsu-s.co.jp/

測量・設計・調査～確かな技術で地域づくりに貢献します！

建設コンサルタント

代表取締役社長　増　井　良　一
専 務 取 締 役　飯　塚　俊　昭（技術士　上下水道部門）
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技術士（応用理学部門・地質）技術士（応用理学部門・地質）

代表取締役代表取締役
技　師　長技　師　長

比 佐 　 武比 佐 　 武
遠 藤 真 一遠 藤 真 一
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地域と共に歩み
　　　　　地域発展に貢献する

代表取締役社長　横 山 佳 弘

総 合 建 設 業

認証登録
ISO  9001
ISO 14001

〒979-1513　双葉郡浪江町大字幾世橋字辻前12番地2
　　　　　　Tel 0240-34-5101　Fax 0240-34-3047
　　　　　　ＵＲＬ　http://www.yoko-ken.com/

６２



その先には　やがて子どもたちに引き継がれる地域の未来がある

代表取締役　大　橋　哲　男
技　師　長　大　堀　　　誠（技術士：建設部門・上下水道部門）

――大地を測る・未来を描く――
渡辺エンジニアリング 株式会社

代表取締役会長 渡辺 裕之
代表取締役社長 重野 龍勇（技術士）

測量全般／土木設計／まちづくり／施工管理／調査業務
補償コンサルタント／宅地建物取引業／特定建設業
〒９６０－８０５５ 福島市野田町７丁目４番６９号
ＴＥＬ（０２４）５３５－２２２１（代） ＦＡＸ（０２４）５３５－７７８８
ＵＲＬ

――地域貢献を最優先に――
み ら い 総 合 オ フ ィ ス グループ

行政書士・土地家屋調査士・司法書士

子供たちに夢と感動を！！
ＵＲＬ

渡辺エンジニアリング 検 索

だいこん村 検 索
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フェロー（公益社団法人  日本技術士会）
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編 集 後 記

この編集後記を作成している今も、新型コロナウイルスの変異種オミクロン株の感染拡
大により、まん延防止等重点措置が県内全域に適用され、会員の皆様におかれましては、
常日頃の健康管理に留意されながら、年度末の多忙な時期をお迎えのこととご推察申し上
げます。２０２１年は、「３．１１東日本大震災」から１０年の節目となった年でしたが、県内各地
において１０年目の事業を企画していた皆様も、その開催を断念せざるを得なかった方が数
多くいらっしゃったのではないでしょうか。
そのような状況の中、東京オリンピック・パラリンピックは、一般の観戦者をゼロとし
て開催されました。その是非についての考えは、個人それぞれに異なると思われますが、
オリンピックでは、金メダル１７個、銀１４個、銅１７個、計５８個のメダルを、パラリンピック
でも、金メダル１３個、銀１５個、銅２３個、計５１個のメダルを獲得し、すべての競技者から大
きな感動と勇気と希望を得ることができたのではないかと思います。編集後記を書いてい
る今は、北京オリンピック・パラリンピックの開催中で、日本選手の活躍が毎日報じられ、
東京オリンピック・パラリンピック同様大きな感動と勇気・希望を与えてくれています。
新型コロナウイルスの感染拡大によって、社会の様々なシステムの見直しが余儀なくさ
れました。テレワークやWEBによる新しい会議・講習会のスタイルもその一つでしょう。
対面での会議・打ち合わせ無しで、ものごとが着実に進んでいくようになれば、時間を有
効に活用でき、子育てしやすく・働きやすい職場環境、地域社会につながっていくことが
大いに期待されるところですが、もう一歩先、子供たちへの感染防止対策として、講ずべ
き施策があるのではと忸怩たる思いをしているのは、私だけでしょうか。
また県は、SDGs（持続可能な開発目標）に向けた取り組みをオール福島で進めること
とし、多分野の団体が参画する推進体制を２０２２年度早期に構築する方針を固めました。
今回の「たくみ２２号」の発行にあたり、「特集」（地域防災の取り組み）として「地域の
担い手・守り手の育成」と題しまして寄稿いただきました日本大学工学部の中村晋様、
「備えと近助・互助で防災対策」と題しまして寄稿いただきました福島県防災士会の藁谷
俊史様、「技術論文」として「変化するエネルギー市場に向けたフライホイール蓄電シス
テムの開発」と題しまして寄稿いただきました日本工営㈱の池田信義様、「続旅行記イス
ラエルの旅から宗教への興味へ」をお寄せいただきました前福島県支部長の長尾晃様、
「技術士試験合格体験記」を寄稿いただきました福島県会津若松建設事務所の齋藤将人様、
福島市都市政策部の佐久間征彦様、そして支部役員並びに各委員会担当者、会員の皆様に
は、心より感謝申し上げる次第であります。
結びになりますが、皆様方の益々のご活躍とご健康をお祈り申し上げますとともに、さ
らなるご協力を改めてお願い申し上げまして、編集後記とさせていただきます。

令和４年３月吉日
広報委員会委員長 宮崎 典男（建設部門）
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編集委員
広報委員会委員長 宮崎 典男
広報委員会副委員長 佐藤 典仁
広報委員会委員 國分 康夫
広報委員会委員 佐藤 幸一

技術士 第２２号（令和４年３月発行）
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Mail f-gijutsushikai@w3.dion.ne.jp
ホームページ・アドレス http : //f-gijutsushikai.net/
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技術士会福島県支部は絆・志・科学技術をもって
震災復興に貢献してまいります

国道118号(仮称)下郷大橋上部工事

第22号

令和4年3月技術士の活用を�

私達技術士は、科学技術の向上と国民経済の発展に資するよ

う建設コンサルタントや技術士事務所、製造業、サービス業な

どで活動しております。

この他、以下のような業務でも活躍しておりますので、ぜひ

技術士の活用を御検討願います。

● 地方公共団体を中心とする公共事業の業務監査・工事監査

● 地方公共団体の工事に伴う技術的事項の調査・評価

● 裁判所、損保機関等の技術調査・評価（ＰＬなど）

● 中小企業への技術指導・技術評価

● 特許の評価、技術移転の支援


